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平成２２年度（第１０９回）兵庫県大学図書館協議会総会

総 会 次 第

Ⅰ 日 時： 平成２２年７月２３日（金） １３：３０～１６：００

Ⅱ 場 所： 流通科学大学 研究棟I ３階 大会議室

Ⅲ 次 第：
１ 開 会

２ 当 番 館 挨 拶

３ 会 長 挨 拶

４ 議 長 選 出

５ 報 告 事 項

（１）平成２１年度事業報告について

（２）大学図書館関係活動報告について（資料配付）
①国公私立大学図書館協力委員会関係
②国立大学図書館関係
③公立大学図書館関係
④私立大学図書館関係
⑤私立短期大学図書館関係

（３）そ の 他
①加盟館の名称変更について

６ 協 議 事 項

（１）平成２１年度決算報告について

（２）平成２１年度会計監査報告について

（３）平成２２年度事業計画（案）について

（４）平成２２年度予算（案）について

（５）平成２３年度総会当番館について

（６）そ の 他

７ 承 合 事 項

（１）図書館業務のアウトソーシングの進展状況について

（２）図書館広報活動の状況について

（３）機関リポジトリについて

８ 閉 会
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第１０９回 兵庫県大学図書館協議会総会

出 席 者 名 簿

兵 庫 教 育 大 学 学 術 情 報 課 課 長 補 佐 藤 原 克 彦
神 戸 市 外 国 語 大 学 学 術 情 報 セ ン タ ー 長 和 田 四 郎

学術情報センターグループ長 喜 多 泰 志
神 戸 市 看 護 大 学 事 務 職 員 祖 田 律 男
兵 庫 県 立 大 学 播磨光都ｷｬﾝﾊﾟｽ次長兼総務課長 西 村 拓 也
大 手 前 大 学 図 書 館 事 務 室 長 守 屋 祐 子
関 西 看 護 医 療 大 学 図 書 係 主 任 森 裕美子
関 西 福 祉 大 学 契 約 事 務 職 員 細 金 美 佐
関 西 学 院 大 学 運 営 課 長 今 村 太 朗
近 大 姫 路 大 学 課 員 河 本 明 子
甲 子 園 大 学 司 書 新 居 由美乃
甲 南 大 学 図 書 課 長 山 田 義 人
甲 南 女 子 大 学 事 務 長 柴 山 晴 江
神戸海星女子学院大学 主 任 司 書 友 成 貴美子
神 戸 学 院 大 学 図書館事務グループリーダー 森 岡 寿 昭
神 戸 芸 術 工 科 大 学 サ ブ マ ネ ー ジ ャ ー 宮 本 直 子
神 戸 国 際 大 学 課 長 代 理 筆 保 直 子
神 戸 夙 川 学 院 大 学 事 務 局 図 書 館 担 当 周 東 宗 伯
神戸松蔭女子学院大学 図 書 館 長 秋 本 鈴 史

事 務 課 長 熊 元 千重子
神 戸 女 学 院 大 学 課 長 水 野 敬 子
神 戸 女 子 大 学 課 長 原 田 玲 子
神 戸 親 和 女 子 大 学 課 長 大 西 美知子
神 戸 常 磐 大 学 主 任 司 書 石 川 明 子
神 戸 薬 科 大 学 係 長 佐 藤 真紀子

図 書 館 課 長 小 林 燕神戸山手大学・神戸山手短期大学
園 田 学 園 女 子 大 学 課 長 上 野 香寿美
兵 庫 大 学 主 任 宮 脇 尊 子
兵 庫 医 科 大 学 課 長 佐 藤 剛 陽
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武 庫 川 女 子 大 学 事 務 部 長 小 花 洋 一
図 書 課 長 森 本 恵 三

流 通 科 学 大 学 図 書 館 長 髙 田 亮 爾
図 書 館 事 務 長 補 佐 大 溝 靖 夫
図 書 館 職 員 平 林 達 也
図 書 館 職 員 長 尾 晴 美

神 戸 女 子 短 期 大 学 課 長 補 佐 橘 みちほ
産 業 技 術 短 期 大 学 主 任 谷 川 公曜子
夙 川 学 院 短 期 大 学 司 書 辻 本 敏 子
聖 和 短 期 大 学 主 事 服 部 康 広
東 洋 食 品 工 業 短 期 大 学 図 書 館 司 書 本 田 千 晶
湊 川 短 期 大 学 司 書 井 上 久仁子
神 戸 大 学 附 属 図 書 館 長 瀧 澤 栄 治

事 務 部 長 三 原 英 夫
情 報 管 理 課 長 稲 葉 洋 子
情 報 管 理 課 長 補 佐 石 坂 泰 郎
企 画 係 長 矢 野 真 弓

欠 席 大 学

海 技 大 学 校
芦 屋 大 学
関 西 国 際 大 学
近 畿 医 療 福 祉 大 学
神 戸 フ ァ ッ シ ョ ン 造 形 大 学
聖 ト マ ス 大 学
宝 塚 大 学
姫 路 獨 協 大 学
近 畿 大 学 豊 岡 短 期 大 学
頌 栄 短 期 大 学
姫 路 日 ノ 本 短 期 大 学

出席大学 ３６大学 ４６名
欠席大学 １１大学
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兵 庫 県 大 学 図 書 館 協 議 会 加 盟 館 名 簿
平成２２年７月１日

大 学 名 〒 所 在 地 電 話

1 兵庫教育大学 673-1494 加東市下久米９４２－１ 0795-44-2060

2 神戸大学 657-8501 神戸市灘区六甲台町２－１ 078-803-7315

3 海技大学校 659-0026 芦屋市西蔵町１２－２４ 0797-38-6209

4 神戸市外国語大学 651-2187 神戸市西区学園東町９－１ 078-794-8151

5 神戸市看護大学 651-2103 神戸市西区学園西町３丁目４ 078-794-8090

6 兵庫県立大学 650-0044 神戸市中央区東川崎町１丁目３－３ 078-367-8637

7 芦屋大学 659-8511 芦屋市六麓荘町１３－２２ 0797-23-0664

8 大手前大学 662-8552 西宮市御茶家所町６－４２ 0798-32-5015

9 関西看護医療大学 656-2131 淡路市志筑１４５６－４ 0799-60-1236

10 関西国際大学 673-0521 三木市志染町青山１－１８ 0794-84-3504

11 関西福祉大学 678-0255 赤穂市新田３８０－３ 0791-46-2506

12 関西学院大学 662-8501 西宮市上ケ原一番町１－１５５ 0798-54-6121

13 近畿医療福祉大学 679-2217 神崎郡福崎町高岡１９６６－５ 0790-24-2134

14 近大姫路大学 671-0101 姫路市大塩町２０４２－２ 079-247-7396

15 甲子園大学 665-0006 宝塚市紅葉ガ丘１０－１ 0797-87-8023

16 甲南大学 658-8501 神戸市東灘区岡本８－９－１ 078-435-2731

17 甲南女子大学 658-0001 神戸市東灘区森北町６－２－２３ 078-413-3097

18 神戸海星女子学院大学 657-0805 神戸市灘区青谷町２－７－１ 078-805-0611

19 神戸学院大学 651-2180 神戸市西区伊川谷町有瀬５１８ 078-974-4584

20 神戸芸術工科大学 651-2196 神戸市西区学園西町８－１－１ 078-794-5045

21 神戸国際大学 658-0032 神戸市東灘区向洋町中９－１－６ 078-845-3344

078-940-112722 神戸夙川学院大学 650-0045 神戸市中央区港島１丁目３－１１

23 神戸松蔭女子学院大学 657-0015 神戸市灘区篠原伯母野山町１－２－１ 078-882-6125

24 神戸女学院大学 662-8505 西宮市岡田山４－１ 0798-51-8563

25 神戸女子大学 654-8585 神戸市須磨区東須磨青山２－１ 078-737-2326
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電 話大 学 名 〒 所 在 地

26 神戸親和女子大学 651-1111 神戸市北区鈴蘭台北町７－１３－１ 078-591-3594

27 神戸常盤大学 653-0838 神戸市長田区大谷町２－６－２ 078-611-1821

神戸ファッション造形大学 673-0001 明石市明南町２丁目１－５０ 078-927-077128

29 神戸薬科大学 658-8558 神戸市東灘区本山北町４－１９－１ 078-441-7512

30 650-0006 神戸市中央区諏訪山町３－１ 078-362-6633神戸山手大学・神戸山手短期大学

聖トマス大学 661-8530 尼崎市若王寺２丁目１８－１ 06-6491-723731

32 園田学園女子大学 661-8520 尼崎市南塚口町７丁目２９－１ 06-6429-9931

33 宝塚大学 665-0803 宝塚市花屋敷つつじガ丘７－２７ 072-756-1231

34 姫路獨協大学 670-8524 姫路市上大野７丁目２－１ 079-223-6506

35 兵庫大学 675-0195 加古川市平岡町新在家２３０１ 079-427-9981

36 兵庫医科大学 663-8501 西宮市武庫川町１－１ 0798-45-6289

37 武庫川女子大学 663-8558 西宮市池開町６－４６ 0798-45-3532

38 流通科学大学 651-2188 神戸市西区学園西町３－１ 078-794-2130

39 近畿大学豊岡短期大学 668-8580 豊岡市戸牧１６０ 0796-22-6361

40 神戸女子短期大学 650-0046 神戸市中央区港島中町４－７－２ 078-303-4721

41 産業技術短期大学 661-0047 尼崎市西昆陽１－２７－１ 06-6431-7028

42 夙川学院短期大学 662-8555 西宮市甑岩町６－５８ 0798-73-9143

43 頌栄短期大学 658-0065 神戸市東灘区御影山手１－１８－１ 078-842-7093

44 聖和短期大学 662-0827 西宮市岡田山７－５４ 0798-54-6508

45 東洋食品工業短期大学 666-0026 川西市南花屋敷４－２３－２ 072-759-4221

46 姫路日ノ本短期大学 679-2151 姫路市香寺町香呂８９０ 079-232-7025

湊川短期大学 669-1342 三田市四ツ辻１４３０ 079-568-138147

6



兵 庫 県 大 学 図 書 館 協 議 会 規 約

（名 称）
第１条 この会は、兵庫県大学図書館協議会という。
（会 員）

第２条 この会は、兵庫県内の大学及び短期大学の図書館（以下「大学図書館」という。）をもっ
て会員とし、その入・退会は総会にはかる。
（目 的）

第３条 この会は大学図書館の管理・運営に関して、連絡・協議・調査研究を行い、もって大学図
書館の充実・発展を期することを目的とする。
（事 業）

第４条 この会は前条の目的を達成するため研究会・研修会等、必要な事業を行う。
（役 員）

第５条 この会に会長館、副会長館及び監事館をおく。
２ 役員は総会において選出し、任期は３年とする。ただし、再任を妨げない。
３ 会長館は会を代表し、会務を行ない、副会長館は会長館を補佐する。
（総 会）

総会は会長館が招集し、年１回開くこととする。ただし、必要あるときは臨時に総会を開くこと第６条
ができる。

２ 総会の運営は、会場館の協力を得て、役員館が行なう。
（企画委員会）

第７条 この会の目的及び事業を遂行するため、企画委員会をおく。
２ この委員会は、会長館、副会長館及び総会において選出された会員館をもって構成し、会長館
がこれを招集する。
（会 計）

第８条 この会の経費は会費（年額 8,000円）その他をもってあて、会計年度は4月1日から翌年3月
31日までとする。
（監 査）

第９条 監事館は、協議会の会計を監査する。
（規約の変更）

第10条 この規約は、総会の承認を経て変更することができる。
（雑 則）

第11条 この規約に定めるもののほか、必要な事項は、総会が定める。

附 則
（施行期日）

１ この規約は、昭和46年 5月24日から施行する。
（旧会則の廃止）

２ 兵庫県大学図書館協議会会則（昭和22年 7月19日制定）は、これを廃止する。
（経過措置）

３ 兵庫県大学図書館協議会会則によって認められた職員研修委員会は、この規約第６条により置か
れたものとみなす。

附 則
この改正規約は、昭和56年 4月 1日から施行する。

附 則（一部改正）
この規約は、昭和59年 4月 1日から施行する。

附 則
この規約は、昭和63年 4月 1日から施行する。

＜申し合わせ＞
１．第５条の役員のうち副会長館は１館、監事館は１館とする。
２．企画委員会の構成は、国公立大学２館、私立大学３館、短期大学１館とする。
３．企画委員の任期は、３年を原則とする。
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兵 庫 県 大 学 図 書 館 協 議 会

平成２２年度役員館、企画委員館名簿

（任期 平成２１～２３年度）

○ 役 員 館

会 長 館 神戸大学

副会長館 関西学院大学 （会計担当）

監 事 館 武庫川女子大学

○ 企画委員館

国公立大学 神戸大学

神戸市外国語大学

私立大学 関西学院大学

甲南大学

神戸女学院大学

短期大学 神戸女子短期大学

8



兵 庫 県 大 学 図 書 館 協 議 会
平 成 ２ １ 年 度 事 業 報 告

Ⅰ 総会の開催（第１０８回）
日 程： 平成２１年７月３０日（木）
当番館： 大手前大学
会 場： 大手前大学 さくら夙川キャンパス
参加者： ３３大学 ４３名

Ⅱ 事 業
（２１年度研修担当館： 関西学院大学、神戸市外国語大学 ）

◆ 施設見学会
日 程： 平成２１年１０月２７日（火）
会 場： 大阪大学附属図書館 総合図書館ラーニングコモンズ
参加者： ３８名（１８機関）

◆ 講 演 会
「機関リポジトリ概論」

日 程： 平成２１年１１月１９日（木）
会 場： 関西学院大学図書館（西宮上ヶ原キャンパス）図書館ホール
参加者： ６６名（３５機関）
演 題： 「機関リポジトリとコミュニケーション」

村上 祐子 氏（東北大学大学院理学研究科准教授）
「機関リポジトリと大学の役割と今後」

伊藤 義人 氏（名古屋大学情報戦略室長）

◆ 研 究 会
「兵庫県大学図書館協議会研究会・ワークショップDRF/ShaRe-Hyogo」

日 程： 平成２１年１２月１７日（木）
会 場： 関西学院大学図書館（西宮上ヶ原キャンパス）図書館ホール
参加者： ８１名（４６機関 ）
機関リポジトリ実務講義

「概論・コンテンツ収集」
上田 大輔 氏（広島大学図書館）

「メタデータ・著作権」
土出 郁子 氏（大阪大学附属図書館）

機関リポジトリ事例報告
中山 貴弘 氏（神戸大学附属図書館）
永井 一樹 氏（兵庫教育大学附属図書館）
安本 裕和 氏（関西学院大学図書館）

（ ）安波 敬子 氏 武庫川女子大学附属図書館薬学分館
鈴木 孝明 氏（奈良県立医科大学附属図書館）
金子 尚登 氏（鳥取大学附属図書館）

共同リポジトリ概論・全国のモデル
尾崎 文代 氏（広島大学図書館）

共同リポジトリ参加大学事例報告
いが﨑 直子 氏（中国学園図書館）
中請 真弓 氏（広島市立大学附属図書館）
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◆ 海外研修事業
海外研修者の募集（平成２２年度）
募集期間： 平成２１年１１月～平成２２年３月

応募なし

◆ 機関リポジトリ支援のためのＷＧ
活動期間： 平成２１年８月～平成２２年３月
ＷＧメンバー館： 神戸大学、兵庫県立大学、関西学院大学、

武庫川女子大学、神戸市外国語大学、甲南大学、
大手前大学、神戸松蔭女子学院大学

＜参考＞
目録システム講習会【図書コース （ 共催）】 NII
会 場：神戸大学
日 程：平成２１年９月 ２日（水）～ ４日（金）
会 場：関西学院大学
日 程：平成２１年９月１６日（水）～１８日（金）

◆ 加盟館名簿・相互協力便覧作成

◆ ホームページの維持
研究会、講演会の要旨公開など

Ⅲ 役員会等の開催

◆ 役員会・企画委員会合同会議
日 時： 平成２１年５月１２日（火）１５：００～
会 場： 神戸大学附属図書館 館長室
議 事： １）平成２０年度（第１０７回）総会について

２）平成２１年度（第１０８回）総会について
３）平成２０年度協議会事業報告(案)と決算報告(案)について
４）平成２１年度協議会事業計画(案)と予算(案)について
５）平成２２年度(第１０９回)総会の当番館について
６）総会協議事項・承合事項について
７）その他

◆ 企画委員会
日 時： 平成２１年５月２６日（火）１４：００～
会 場： 大手前大学 アートセンター
議 事： １）平成２０年度（第１０７回）総会について

２）平成２１年度（第１０８回）総会について
３）平成２０年度協議会事業報告(案)と決算報告(案)について
４）平成２１年度協議会事業計画(案)と予算(案)について
５）その他 承合事項案について
６）その他 報告事項について
７）平成２２年度（第１０９回）総会の当番館について
８）その他
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平成２１年度（第１０８回） 

兵庫県大学図書館協議会総会議事要録 

 
日 時： 平成２１年７月３０日（木） 午後１時３０分～午後４時 
場 所： 大手前大学 
参加者： ３３大学 ４３名 
 
１．開 会   当番館（大手前大学 守屋事務室長）の司会により開会 
２．当番館挨拶 大手前大学 川本学長、吉田図書館長 
３．会長挨拶  神戸大学 瀧澤附属図書館長 
４．議長選出  大手前大学 吉田図書館長を選出 
 
５．報告事項 
 （１）平成２０年度事業報告について 
   会長館（神戸大学）から、配付資料に基づいて報告があった。 
 （２）大学図書館関係活動報告について 
   議長から、資料配付をもって報告に代える旨、説明があった。 
   会長館（神戸大学）から、国公私立大学図書館協力委員会及び国立大学図書館関係

の活動報告について補足説明があった。 
 （３）加盟館の名称変更について 
   会長館（神戸大学）から、聖和大学が聖和短期大学に名称変更されたことが報告

された。 
 
６．協議事項 
 （１）平成２０年度決算報告について 
 （２）平成２０年度会計監査報告について 
   会計担当館（関西学院大学）から決算報告について、配付資料に基づいて説明があ

った。引き続き監事館（武庫川女子大学）から会計監査結果について、適切に執行   
されている旨、報告があり、原案どおり承認された。 

 （３）平成２１年度事業計画（案）について 
   企画委員会（代表：神戸大学）から、配付資料に基づいて講演会・研究会・施設見

学の研修事業等に加えて、平成２２年度海外研修事業の提案があった。昨年度海外
研修事業への申込がなかったことから、加盟館からの意見を踏まえ、「兵庫県大学
図書館協議会海外研修事業応募要領」の2の条文を「本事業に応募できる者は、図書
館の専任職員である者とする。」に修正することで承認された。また、「機関リポ
ジトリ支援のためのＷＧ」の提案についても承認され、参加メンバーの募集を呼び
かけた。 

 （４）平成２１年度予算（案）について 
   会計担当館（関西学院大学）から、配付資料に基づいて説明があり、原案どおり承  

認された。 
 （５）平成２２年度総会当番館について 
   企画委員会（代表：神戸大学）から、流通科学大学を候補館とする企画委員会提案

が示され、承認された。 
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７．承合事項 
 （１）図書館業務のアウトソーシングの進展状況について 
   企画委員会（代表：神戸大学）から、資料に基づいて説明があった。大手前大学、

甲南女子大学、聖和短期大学から事例報告があった。 
 （２）図書館広報活動の状況について 
   企画委員会（代表：神戸大学）から、資料に基づいて説明があった。神戸学院大学、

神戸松蔭女子学院大学、兵庫大学から事例報告があった。 
 （３）教育・学習支援活動の状況について 
   企画委員会（代表：神戸大学）から、資料に基づいて説明があった。神戸大学、神

戸松蔭女子学院大学、武庫川女子大学から事例報告があった後、若干の質疑を行っ
た。 

 （４）機関リポジトリについて 
   企画委員会（代表：神戸大学）から、資料に基づいて説明があった。神戸市外国語

大学、関西学院大学、武庫川女子大学から事例報告があった後、若干の質疑を行っ
た。 

 
 

 
 
 
以上 
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兵 庫 県 大 学 図 書 館 協 議 会
平成２２年度事業計画（案）

企画委員会

Ⅰ 平成２２年度総会の開催（第１０９回）
日 時： 平成２２年 ７月２３日 （金）
当番館： 流通科学大学

Ⅱ 事 業
◆ 研修会等

○平成２２年度研修会等担当館：神戸大学、神戸女子短期大学

●講演会
開催時期：平成２２年
テーマ ：
会 場 ：

研究会●
開催時期：平成２２年
テーマ ：
会 場 ：

◆ 海外研修事業
海外研修者の募集

◆ 機関リポジトリ支援のためのＷＧ
活動期間： 平成２２年８月～平成２３年３月

＜参考＞
目録システム講習会【図書コース （ 共催）】 NII

会 場 ：神戸大学
（ ） （ ）日 程 ：平成２２年９月 ８日 水 ～９月１０日 金

会 場 ：関西学院大学
（ ） （ ）日 程 ：平成２２年９月１５日 水 ～９月１７日 金

申込〆切：平成２２年７月１６日（金 【神大】）
平成２２年７月２３日（金 【関学】）

申込先 ：ＮＩＩ 学術基盤推進部 教育研修事業担当
http://www.nii.ac.jp/hrd/

◆ 加盟館名簿・相互協力便覧ファイルの作成
◆ 協議会ホームページの維持

http://www.lib.kobe-u.ac.jp/AULH/

Ⅲ 役員会等の開催

◆ 役員会・企画委員会合同会議
日 時： 平成２２年４月１６日（金）
会 場： 神戸大学附属図書館 館長室

◆ 企画委員会
第１回
日 時： 平成２２年５月１０日（月）
会 場： 流通科学大学 講義棟６ セミナールーム

Ⅳ そ の 他
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（案） 
 

平成２２年１１月１日  
                 
兵庫県大学図書館協議会加盟館各位 
 
                      兵庫県大学図書館協議会会長 
                          （神戸大学附属図書館長） 
                                   瀧澤 栄治 

〔公印省略〕  
  
 
   平成２３年度兵庫県大学図書館協議会海外研修者の募集について（依頼） 
 
平成２３年度の兵庫県大学図書館協議会海外研修者の募集にあたり、別紙実施要項等
をお送りいたしますので、ご応募いただきますよう、よろしくお願い致します。 
 
 
 
今後のスケジュール 
  平成 22年 11月～平成 23年 3月 （会長名）   募集 
  平成 23年 4月         （企画委員会） 選考委員会設置 
  平成 23年 4月～5月      （選考委員会） 選考作業 
  平成 23年 6月           （選考委員会） 企画委員会に結果報告、 
                                          会長名で加盟館に結果通知 
  平成 23年 7月          （総会）    結果報告 
  平成 23年 8月以降         海外派遣実施、報告会開催 
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兵庫県大学図書館協議会海外研修事業実施要項 
 

１．目的 
兵庫県大学図書館協議会の研修事業の一環として、加盟館に所属する職員を海外の先進

的な大学図書館等に派遣して調査・研究等の研修をさせ、職員の資質向上及び育成を

図るとともに、その研修成果を普及させ、協議会加盟館の充実・発展に期する。 
 
２．内容 
  諸外国の先進的な図書館活動、施設等に関する調査・研究等 
 
３．実施 
  総会において本事業の実施について承認を得た年度に募集を行い、次年度に派遣する。 
 
４．参加者 
  加盟館の専任職員から年間１～２名を派遣する。 
 
５．予算 
１名当たり２５万円を計上する。 

 
６．派遣の決定 
申請書に基づき、兵庫県大学図書館協議会海外研修者選考委員会で審査・決定し、総     
会で報告する。 
 

７．研修報告 
  研修者は帰国後、兵庫県大学図書館協議会研修会または研究会において、研修報告を    
行う。また、兵庫県大学図書館協議会以外の団体において発表する場合（図書館関係 
雑誌への投稿を含む）は、兵庫県大学図書館協議会の研修事業の一環として実施され 
たものであることを明示する。 

 
８．会計報告 
  海外研修終了後、会計館は総会において会計報告をする。 
 
９．その他 
  この要項に定めるもののほか、本事業の実施に必要な事項は、別に定める。 
 
附則 
１． この要項は、平成２０年１１月１日から実施する。 
附則（一部改正） 
２． この要項は、平成２２年１１月１日から実施する。 
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兵庫県大学図書館協議会海外研修事業応募要領 
 

１．「兵庫県大学図書館協議会海外研修事業実施要項」の９の規定に基づき、応募につい

て必要な事項を定める。 
 
２．本事業に応募できる者は、図書館の専任職員である者とする。 
 
３．応募者は１加盟館について１名とする。 
 
４．応募の期間は１１月から翌年３月末日とする。 
 
５．応募に当たっては次の申請書類を会長館に提出する。 
（１） 兵庫県大学図書館協議会海外研修事業加盟館推薦書（別紙様式１） 
（２） 兵庫県大学図書館協議会海外研修事業調査研究計画書（別紙様式２） 
（３） 兵庫県大学図書館協議会海外研修事業所要経費概算書（所属大学の所定様式ま

たは自由様式） 
 

６．海外渡航を中止する必要が生じた場合には、ただちに会長館に申し出るとともに、受

領した経費を返還するものとする。 
 
７．この要領に定めるもののほか、本事業の応募に関する必要な事項は、兵庫県大学図書

館協議会海外研修者選考委員会の定めるところによる。 
 
 
 
附則 
１．この要領は、平成２０年１１月１日から実施する。 
附則（一部改正） 
１．この要領は、平成２１年１１月１日から実施する。 

 
備考 
１． 申請できる所要経費は、往復旅費・滞在費・諸経費等とし、所属大学の旅費規程等に

応じた金額を申請することができる。 
２．海外研修実施後、所要経費を精算することができる。 
３．申請された所要経費が、実施要項５を上回る場合は、予算額を支払う。 
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兵庫県大学図書館協議会海外研修者選考委員会設置要項 
 

１．「兵庫県大学図書館協議会海外研修事業実施要項」の９の規定に基づき、兵庫県大学図    
書館協議会海外研修者選考委員会（以下「選考委員会」という。）を設置する。 

 
２．選考委員会は、「兵庫県大学図書館協議会海外研修事業応募要領」により応募したもの  
の中から、別に定める選考基準に基づき申請書類を審査し海外研修者の選考を行い、   
結果を総会で報告する。 

 
３．選考委員会は、会長館が委嘱した加盟館３館から派遣された各１名の職員で構成する。 
  ３館の構成は、原則として国公立大学１館、私立大学・短期大学２館とする。 
ただし、本事業に応募した職員が所属している加盟館には委嘱しない。 

 
４．選考委員会に委員長を置き、委員長は会議を主宰する。なお、委員長は委員の互選に  

よるものとする。 
 

５．選考委員会の委員長および委員の任期は１年とする。ただし、再任をさまたげない。 
 

 
 
附則 
１．この要項は、平成２０年１１月１日から実施する。 
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兵庫県大学図書館協議会海外研修者選考基準 
 

１．「兵庫県大学図書館協議会海外研修者選考委員会設置要項」の２の規定に基づき、海外        
研修者の選考に係る基準を定める。 

 
２．選考に当たっては、「兵庫県大学図書館協議会海外研修事業実施要項」に照らし、提出  
された申請書類に基づいて、厳正に審査するものとする。なお、必要に応じて応募者

を面談することもある。 
 
３．選考に当たっては、以下の事項を総合的に判断することとする。 
（１） 海外研修事業で得た知識と経験をもとに兵庫県大学図書館協議会の活動に寄与

できること 
（２） 海外の大学図書館等における調査・研究に支障のないレベルの語学力を有する

こと 
（３） 健康で積極的な行動力・発言力を有していること 

 
 
 
附則 
１．この選考基準は、平成２０年１１月１日から実施する。 
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（別紙様式１） 
兵庫県大学図書館協議会海外研修事業加盟館推薦書 

 

ふ り が な 

氏     名 
生年月日 所    属 職  名 応

募

者     

調査研究テーマ  

推薦者  

職名・氏名 
 

推 薦 理 由 
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（別紙様式２） 

兵庫県大学図書館協議会海外研修事業 

調査研究計画書 

１．調査概要等 
ふ り が な 
氏     名 

 
生 年 月 日 

 
所   属 

 
職   名 

    

略    歴 

 

著作・論文等 
（講演発表等も含
む） 

 

英  語 １．上級 ２．中級 ３．初級 （○で囲んでください） 

 
 
 
 
応 
 
 
 
募 
 
 
 
者 

語 
 
学 資格（取得年）  

調査研究テーマ  

調査研究目的 

 

訪問先・参加会議 
 

 
 
 
 
調 
 
 
査 
 
 
内 
 
 
容 

調査研究概要 
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２．研修先・期間・日程 

研修先／国名  

期間 平成 年 月 日 ～ 平成 年 月 日 （  日間） 

年月日 出発地（国名） 到着地（国名） 用      務 

    

 
注１） 会議等への参加の場合は、開催要項等を添付すること。 
注２） 英語のレベルは以下を参考とすること。 
１．上級：英語での書簡を読んで返事の下書きを書いたり、外国語による会議に出席

してその概要をまとめたりすることができる程度 
２．中級：仕事上の必要があれば資料を使って、ある程度大学の概要を説明できる程

度 
３．初級：外国への出張や旅行、外国人の来訪の際など必要に迫られれば身の周りの

会話は努力して使用している程度 
注３） 資格の記入は以下の例を参考とすること。 
  TOEIC 720 (2009.12)、英検準１級 (2009.6) 
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機関リポジトリ支援のためのＷＧの継続について（案） 
 

企画委員会提案 
 
１．設置趣旨 
   機関リポジトリについては、国立情報学研究所の事業支援もあり、現在、国内で  

１００を超える大学・機関等で構築し公開している。また、機関リポジトリに対する社

会の認知度も年々深まっており、大学ランキングにおいても評価項目として取り上げら

れるようになった。大学が生産する学術情報に関する情報発信手段として、機関リポジ

トリは必要不可欠なものになりつつある。このような状況への対応として、加盟館の要

望等をベースにして、機関リポジトリに対する加盟館の共通理解を図るとともに、本協

議会としてどのようなサポートが可能かを検討するためにＷＧを設置する。 
 
２．内容 
① 機関リポジトリの構築・運用に関する事項についての自由な情報交換を目的とし

た、メーリングリストの運用を検討 
② 機関リポジトリの構築・運用に役立つ情報公開を目的とした、「兵庫県大学図書館

協議会」WEBページの活用を検討 
③ リポジトリに関する勉強会・研修会等の企画および開催 

 
３．メンバー 
   企画委員館から推薦された者を中心として、他に加盟館から希望者を募り、合わせ

て１０名前後でＷＧを構成する。 
 
４．予算 
   平成２２年度予算として、５万円を計上し、活動費として支出する。 
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収　入　の　部 (単位：円）
項　　目 平成２２年度 平成２１年度 増減 備　　　考

前 年 度 繰 越 金 576,798 670,055 -93,257

会 費 収 入 376,000 376,000 0 @8,000×47館

預 金 利 子 1,000 1,000 0

合　　計 953,798 1,047,055 -93,257

支　出　の　部
項　　目 平成２２年度 平成２１年度 増減 備　　　考

事　業　費

① 総 会 開 催 経 費 100,000 100,000 0 総会当番校へ

②研修・研究会運営経費 250,000 250,000 0
会場費、講演者関連経費
等

③リポジトリ支援のため
のＷＧ運営経費 50,000 50,000 0

④ 加 盟館名簿作成費 30,000 30,000 0

役 員 会 運 営 経 費 50,000 50,000 0 会長館へ

予 備 費 473,798 567,055 -93,257

合　　　計 953,798 1,047,055 -93,257

　

会計担当館：関西学院大学図書館

 　兵庫県大学図書館協議会
　　  平成２２年度予算（案）
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（ ）平成２３年度(第１１０回)総会当番館について 企画委員会提案

＜提案理由＞

総会当番館は、およそ三宮を中心として、東西に分け、交互に開催してきている。
今年度は、西地区として、流通科学大学にお願いしているが、来年度は東地区から
当番館を選出したい。
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大
学
名

開
始
年
度

業
務
の
種
類

業
務
内
容
・
派
遣
人
員
等

兵
庫
教
育
大
学

H
 2
2
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
等

貸
出
返
却
等
の
閲
覧
業
務
，
簡
単
な
参
考
調
査
，
IL
L
業
務
の
要
員
と
し
て
，
派
遣
職
員
１
名
を
追
加
し
，
計
２
名
を
雇
用
し
て
い
る
。

神
戸
市
外
国
語
大
学

H
 2
2
閲
覧
（
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
）

契
約
職
員
か
ら
派
遣
社
員
に
変
更
に
な
っ
た
。

神
戸
市
看
護
大
学

Ｈ
  
8
目
録

図
書
デ
ー
タ
の
入
力
。
派
遣
社
員
（
週
2
0
時
間
）
1
名
を
雇
用
し
て
い
る
。

兵
庫
県
立
大
学

Ｈ
 2
1
図
書
館
資
料
情
報
遡
及

入
力
、
遡
及
装
備
等
に
関

す
る
委
託
業
務

・
図
書
及
び
雑
誌
等
の
図
書
館
資
料
の
書
誌
、
所
蔵
情
報
の
入
力
業
務
、
資
料
へ
の
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
貼
付
業
務
、
資
料
の
所
蔵
現
況
確
認
。

派
遣
人
員
2
人
　
　
業
務
委
託
期
間
は
、
平
成
2
2
年
6
月
1
日
～
平
成
2
3
年
3
月
3
1
日
（
姫
路
書
写
学
術
情
報
館
）

・
旧
神
戸
高
等
商
業
学
校
蔵
書
及
び
卒
業
論
文
等
の
約
2
7
,0
0
0
冊
の
書
誌
・
所
蔵
デ
ー
タ
の
入
力
業
務
を
実
施
。

派
遣
人
数
は
３
名
を
予
定
。
　
業
務
委
託
期
間
は
平
成
2
2
年
7
月
1
日
～
平
成
2
3
年
3
月
3
1
日
を
予
定
。
（
神
戸
学
園
都
市
学
術
情
報
館
）

Ｈ
 2
1

1
0
月

閲
覧

メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
C
E
L
L
（
夙
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
お
け
る
閲
覧
・
参
考
サ
ー
ビ
ス
・
利
用
者
支
援
業
務
の
業
務
委
託
。

Ｈ
 2
0
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
等

・
図
書
の
受
入
と
IL
L
業
務
以
外
の
図
書
館
業
務
全
般
の
補
助
、
及
び
時
間
外
と
土
曜
日
の
開
館
/
閉
館
業
務
担
当
と
し
て
、
の
べ
1
名
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
よ
り
派
遣
（
２
名
１
日
交
代
勤
務
）
。
平
日
は
専
任
職
員
1
名
（
早
番
）
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
1
名
（
遅
番
）
で
対
応
。
土
曜
日
は
大
学
は
授
業
が

無
く
、
図
書
館
の
み
の
運
営
の
中
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
1
名
で
の
開
館
と
な
っ
て
い
る
。

Ｈ
  
8
閲
覧

職
員
の
勤
務
時
間
外
の
開
館
時
間
の
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
（
貸
出
･返
却
）
お
よ
び
閉
館
業
務
を
学
内
の
清
掃
、
建
物
管
理
を
請
け
負
っ
て
い
る
業
者
に

委
託
し
た
。
そ
の
後
、
日
曜
日
、
職
員
の
一
斉
土
休
日
、
８
月
の
土
曜
日
、
年
末
年
始
の
特
定
日
は
、
全
面
委
託
で
の
開
館
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

H
  
9
閲
覧
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
IL
L
1
9
9
7
年
4
月
か
ら
、
嘱
託
職
員
の
退
職
を
契
機
に
、
派
遣
職
員
1
名
が
採
用
と
な
っ
た
。
同
年
、
1
0
月
に
派
遣
職
員
1
名
が
増
員
と
な
っ
た
。

2
0
0
2
年
度
の
組
織
改
編
に
伴
う
専
任
職
員
現
員
3
名
分
が
派
遣
職
員
で
補
充
さ
れ
た
。
2
0
1
0
年
現
在
で
は
、
9
名
の
派
遣
職
員
が
貸
出
･返
却
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
、
IL
L
業
務
、
利
用
教
育
業
務
等
、
専
任
職
員
の
補
助
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。

甲
南
大
学

Ｈ
 2
2
閲
覧

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
全
般
　
書
架
整
理
な
ど

＜
問
題
点
・
課
題
＞

業
務
委
託
実
施
館
（
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
C
E
L
L
）
と
未
実
施
館
（
伊
丹
図
書
館
）
と
の
間
に
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
格
差
（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
、
職
員
の
勤
務
条
件
等
）
の
解
消
。

承
合

事
項

1
．
「
図

書
館

業
務

の
ア

ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ

に
つ

い
て

」
集

計
結

果

＜
問
題
点
・
課
題
＞

・
危
機
管
理
面
で
の
不
安
が
あ
る
。

・
常
勤
/
非
常
勤
職
員
へ
の
切
り
替
え
を
検
討
し
て
い
る
。

＜
問
題
点
・
課
題
＞

・
業
務
委
託
の
場
合
、
年
間
通
し
て
全
面
委
託
で
の
時
間
が
短
い
た
め
、
良
質
で
、
安
定
し
た
雇
用
が
確
保
で
き
て
い
な
い
。

・
派
遣
法
と
の
関
係
で
、
現
在
の
派
遣
職
員
の
業
務
内
容
の
ま
ま
継
続
雇
用
で
き
る
か
ど
う
か
、
不
安
が
あ
る
。

大
手
前
大
学

関
西
看
護
医
療
大
学

関
西
学
院
大
学

1
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大
学
名

開
始
年
度

業
務
の
種
類

業
務
内
容
・
派
遣
人
員
等

承
合

事
項

1
．
「
図

書
館

業
務

の
ア

ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ

に
つ

い
て

」
集

計
結

果

甲
南
女
子
大
学

Ｈ
 2
2
閲
覧
業
務
等

（
変
更
点
）
　
昨
年
度
ま
で
は
、
受
入
・
目
録
・
閲
覧
・
相
互
利
用
(I
L
L
)に
派
遣
職
員
を
配
置
し
、
夕
方
か
ら
の
閲
覧
業
務
を
、
業
務
委
託
に
依
頼
し
て

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
2
0
1
0
年
度
よ
り
、
全
員
を
臨
時
職
員
と
し
て
雇
用
い
た
し
ま
し
た
。

H
 1
6
閲
覧

貸
出
・
返
却
・
図
書
の
配
架
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
利
用
指
導
・
1
名

H
 1
9
雑
誌
業
務

雑
誌
発
注
・
受
入
・
支
払
等
全
般
業
務
・
1
名

H
 2
0
そ
の
他
図
書
館
業
務

目
録
、
IL
L
、
図
書
発
注
・
受
入
・
支
払
、
そ
の
他
図
書
館
業
務
全
般
　
合
計
3
名

H
 1
5
業
務
全
般

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
に
お
い
て
、
図
書
の
整
理
業
務
を
除
き
利
用
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
中
心
に
業
務
委
託
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
0
年
度
・

人
員
1
2
名
（
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
除
く
）

H
 1
6
整
理
業
務
全
般

有
瀬
図
書
館
に
お
い
て
、
整
理
業
務
全
般
（
目
録
作
成
、
所
蔵
デ
ー
タ
入
力
等
購
入
・
寄
贈
図
書
の
整
理
、
遡
及
・
再
整
理
・
除
籍
業
務
等
）
を
業
務

委
託
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
0
年
度
・
人
員
8
名

H
 1
6
利
用
サ
ー
ビ
ス
業
務
全
般
有
瀬
図
書
館
に
お
い
て
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
業
務
全
般
（
閲
覧
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
相
互
協
力
、
雑
誌
・
逐
次
刊
行
物
の
整
理
業
務
等
）
を
業
務
委
託
し
て

い
ま
す
。
2
0
1
0
年
度
・
人
員
1
7
名
（
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
除
く
）

神
戸
芸
術
工
科
大
学

Ｈ
 2
2
図
書
館
業
務
全
般

派
遣
職
員
4
名
を
大
学
の
直
接
雇
用
の
契
約
職
員
と
し
て
採
用
。
原
則
的
に
派
遣
職
員
は
雇
用
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

神
戸
女
子
大
学

Ｈ
 2
1
業
務
全
般

・
予
算
、
決
裁
、
補
助
金
関
連
、
対
外
交
渉
等
を
除
く
業
務
全
般
を
業
務
委
託

・
人
数
：
業
務
委
託
 ９
名
、
勤
務
時
間
：
8
：
3
0
～
1
9
：
1
5
　
試
験
前
後
の
開
館
延
長
期
間
：
8
：
3
0
～
2
0
：
1
0
（
前
期
）
、
8
：
3
0
～
1
9
：
4
5
（
後
期
）

神
戸
親
和
女
子
大
学

園
田
学
園
女
子
大
学

Ｈ
 2
0
蔵
書
点
検

近
松
研
究
所
、
個
人
研
究
室
、
視
聴
覚
資
料
、
貴
重
書
庫
、
貸
し
出
し
中
図
書
を
除
く
蔵
書
点
検
を
業
者
に
委
託
し
た
。

（
期
間
は
一
夜
。
図
書
ラ
ベ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
不
明
図
書
な
ど
デ
ー
タ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
）

＜
問
題
点
・
課
題
＞

・
本
学
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
、
進
展
と
い
う
よ
り
は
後
退
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
で
は
正
職
員
が
２
名
か
ら
３
名
に
増
員
、
契
約
職
員
（
１
年
更
新
、
基
本
は
３
年
で
最
長
５
年
）
も
１
名
か
ら
２

名
に
増
員
、
派
遣
職
員
は
０
人
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
パ
ー
ト
ア
ル
バ
イ
ト
２
名
は
現
状
維
持
で
す
。

・
「
清
掃
」
（
委
託
）
に
つ
い
て
も
多
少
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
各
課
事
務
室
の
清
掃
と
ゴ
ミ
捨
て
は
職
員
が
や
る
よ
う
に
な
り
、
大
学
全
体
の
清
掃
作
業
員
は
２
名
減
に
な
り
ま
し
た
。

・
今
後
の
人
事
方
針
に
つ
い
て
は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

神
戸
学
院
大
学

神
戸
海
星
女
子
学
院
大

学

2
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大
学
名

開
始
年
度

業
務
の
種
類

業
務
内
容
・
派
遣
人
員
等

承
合

事
項

1
．
「
図

書
館

業
務

の
ア

ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ

に
つ

い
て

」
集

計
結

果

H
 1
2
閲
覧

夜
間
（
1
7
：
0
0
～
2
1
：
0
0
）
と
土
曜
日
の
閲
覧
業
務
　
1
名

H
 1
3
閲
覧
・
目
録

夜
間
（
1
7
：
0
0
～
2
1
：
0
0
）
と
土
曜
日
の
閲
覧
業
務
　
1
名
、
目
録
業
務
　
1
名

H
 1
4
閲
覧
・
目
録

夜
間
（
1
7
：
0
0
～
2
1
：
0
0
）
と
土
曜
日
の
閲
覧
業
務
　
1
名
、
目
録
業
務
　
1
名

H
 1
5
目
録

目
録
業
務
　
1
名

H
 1
6
閲
覧
・
目
録

夜
間
（
1
7
：
0
0
～
2
1
：
0
0
）
と
土
曜
日
の
閲
覧
業
務
　
2
名
、
目
録
業
務
　
2
名

H
 1
7
閲
覧
・
目
録

夜
間
（
1
7
：
0
0
～
2
1
：
0
0
）
と
土
曜
日
の
閲
覧
業
務
　
2
名
、
目
録
業
務
　
4
名

H
 1
8
閲
覧
・
目
録

夜
間
（
1
7
：
0
0
～
2
1
：
0
0
）
と
土
曜
日
の
閲
覧
業
務
　
2
名
、
目
録
・
閲
覧
業
務
　
4
名

H
 1
9
閲
覧
・
目
録

夜
間
（
1
7
：
0
0
～
2
1
：
0
0
）
と
土
曜
日
の
閲
覧
業
務
、
2
名
、
目
録
・
閲
覧
業
務
　
3
名

H
 2
0
閲
覧
・
目
録

夜
間
（
1
7
：
0
0
～
2
1
：
0
0
）
と
土
曜
日
の
閲
覧
業
務
、
2
名
、
目
録
・
閲
覧
業
務
　
5
名

H
 2
1
閲
覧
・
目
録

前
年
度
と
同
じ

H
 2
2
閲
覧
・
目
録

夜
間
（
1
7
：
0
0
～
2
1
：
0
0
）
と
土
曜
日
の
閲
覧
業
務
、
2
名
、
目
録
・
閲
覧
業
務
　
4
名

H
 1
7
時
間
外
開
館

業
務
委
託
。
2
名
。
月
1
8
：
0
0
～
2
1
：
0
0
ま
で
（
貸
出
、
返
却
、
書
架
整
理
、
机
上
整
頓
、
戸
締
り
）

H
 1
7
閲
覧

夜
間
開
館
　
①
具
体
的
内
容
：
貸
出
・
返
却
図
書
の
配
架
・
戸
締
り
・
施
錠
　
②
派
遣
人
数
：
2
名
　
③
時
間
：
　
1
8
～
2
1
時

H
 2
0
目
録

目
録
、
ＩＬ
Ｌ
所
蔵
登
録
業
務
を
Ｈ
2
0
年
6
月
よ
り
実
施
。
司
書
資
格
有
、
派
遣
1
名
。

H
 2
0
ＩＬ
Ｌ
、
雑
誌
受
入

相
互
利
用
、
雑
誌
受
入
業
務
を
Ｈ
2
0
年
4
月
よ
り
実
施
。
司
書
資
格
有
、
派
遣
1
名
。

＜
問
題
点
・
課
題
＞

危
機
管
理
に
不
安
が
あ
る
。

＜
問
題
点
・
課
題
＞

①
派
遣
ス
タ
ッ
フ
の
技
術
が
向
上
し
た
頃
に
転
職
、
も
し
く
は
契
約
終
了
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
入
れ
替
え
の
た
び
に
教
育
に
時
間
を
か
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

②
実
際
の
業
務
の
内
容
が
、
契
約
の
範
囲
内
で
あ
る
か
ど
う
か
派
遣
ス
タ
ッ
フ
と
ズ
レ
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。

③
夜
間
と
土
曜
日
の
み
勤
務
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
へ
の
、
連
絡
の
周
知
と
教
育
が
十
分
に
行
え
て
い
な
い
。

兵
庫
大
学

姫
路
獨
協
大
学

3
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<
兵

庫
教

育
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

冊
子
版
と
簡
易
版
(リ
ー
フ
レ
ッ
ト
3つ
折
り
)を
毎
年
作
成
。
学
術
情
報
課
学
術
情
報
チ
ー
ム

(サ
ー
ビ
ス
担
当
)が
担
当

2
館
報

年
1回
発
行
。

学
術
情
報
課
学
術
情
報
チ
ー
ム

(サ
ー
ビ
ス
担
当
)が
担
当

臨
時
増
刊
あ
り

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

(1
)図
書
館
ツ
ア
ー
(4
月
開
催
)

(2
)文
献
探
索
の
講
習
会
（
6月
と
11
月
に
開
催
）

(3
)教
員
の
依
頼
に
応
じ
、
大
学
院
の
授
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
実
施

(4
)初
年
次
教
育
の
一
環
で
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
つ
い

て
講
義
を
担
当
。

(5
)オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
習
会
(学
生
の
依
頼
に
応
じ
開
催
)

(1
)(
2)
(5
)は
、
学
術
情
報
課
学
術

情
報
チ
ー
ム
(サ
ー
ビ
ス
担
当
)が

担
当
。

(3
)(
4)
は
、
学
術
情
報
課
長
補
佐

が
担
当
。

(2
)の
み
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。

平
成
22
年
度
よ
り
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

い
た
OP
AC
講
習
会
を
参
加
者
が
少
な
い
た

め
廃
止
し
た
。

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開
中

学
術
情
報
課
学
術
情
報
チ
ー
ム
が

担
当
。

6
展
示
会

平
成
17
年
に
図
書
展
示
企
画
Bo
ok
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
設
後
、

平
成
22
年
6月
現
在
で
計
7回
実
施
。

学
術
情
報
課
学
術
情
報
チ
ー
ム

(サ
ー
ビ
ス
担
当
)が
担
当

7
講
演
会

平
成
17
年
の
第
1回
展
示
に
合
わ
せ
て
実
施
。

9
掲
示

適
宜
実
施
。

２
．
現

在
の

問
題

点
、
今

後
の

課
題

、
予

定
な

ど

<
神

戸
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

次
の

も
の

を
発

行
(1
) 
共

通
版

（
４
つ

折
り
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
）
日

本
語

・
英

語
版

の
２
種

類
(2
) 
各

館
版

（
３
つ

折
り
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
）
９
種

類
情

報
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

課
補

佐
が

担
当

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

2
館
報

休
刊

中
－

－

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

デ
ザ

イ
ン
が

時
代

に
そ

ぐ
わ

な
い

た
め

リ
デ

ザ
イ
ン
を
検

討
し
て

い
る
が

、
時

間
的

余
裕

が
な

い
。

承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果 1
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承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

(1
) 
O
P
A
C
、
情

報
の

探
し
方

な
ど
各

種
の

ガ
イ
ダ

ン
ス

を
企

画
実

施 (2
) 
教

員
の

依
頼

に
基

づ
き
、
オ

ー
ダ

ー
メ
イ
ド
 ガ

イ
ダ

ン
ス

を
実

施 (3
) 
専

門
講

師
に

よ
る
操

作
説

明
会

を
企

画
実

施
(4
) 
全

学
共

通
教

育
科

目
「
情

報
基

礎
」
に

お
い

て
、
レ
ポ

ー
ト
・
論

文
作

成
の

た
め

の
情

報
リ
ソ
ー

ス
活

用
法

に
つ

い
て

の
講

義
を

担
当

(5
) 
各

館
で

独
自

の
図

書
館

案
内

を
企

画
実

施
 （
図

書
館

ツ
ア

ー
な

ど
）

(1
)～

(2
)は

主
に

専
任

の
係

（
情

報
リ

テ
ラ
シ

ー
係

）
が

担
当

(3
)は

外
部

の
専

門
講

師
(4
)は

情
報

リ
テ
ラ
シ

ー
係

を
中

心
と
し

た
図

書
館

職
員

に
よ
る

　
　
W
G
メ
ン
バ

ー
が

担
当

(5
)各

館
が

担
当

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

ガ
イ
ダ

ン
ス

等
で

ア
ン
ケ

ー
ト
を
実

施

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

中
以

下
２
種

類
で

構
成

(1
) 
全

館
共

通
の

ペ
ー

ジ
(2
) 
各

館
の

ペ
ー

ジ

(1
)の

運
用

は
情

報
リ
テ
ラ
シ

ー
係

が
担

当
(2
)は

各
館

が
担

当

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

ア
ク
セ

ス
統

計
ご
意

見
・
ご
要

望
メ
ー

ル

5
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

一
斉

配
信

は
シ

ス
テ
ム

的
に

難
し
い

こ
と
か

ら
、
配

信
希

望
者

を
対

象
に

「
神

大
図

書
館

N
e
w
s」

を
配

信
中

、
現

在
N
o
.2
8
ま
で

配
信

内
容

作
成

も
含

め
、
情

報
リ
テ
ラ
シ

ー
係

が
担

当
利

用
者

ア
ン
ケ

ー
ト

6
展
示
会

平
成

1
6
年

、
1
7
年

、
1
8
年

度
に

1
回

づ
つ

実
施

平
成

1
9
年

度
は

2
回

、
平

成
2
0
年

、
2
1
年

度
は

1
回

づ
つ

実
施

平
成

2
2
年

度
も
実

施
の

予
定

情
報

リ
テ
ラ
シ

ー
係

を
中

心
と
し
た

図
書

館
職

員
に

よ
る
W
G
メ
ン
バ

ー
が

担
当

展
示

会
で

ア
ン
ケ

ー
ト
を
実

施

7
講
演
会

平
成

1
6
年

、
2
1
年

度
に

展
示

会
の

開
催

に
合

わ
せ

て
実

施
（
前

項
に

同
じ
）

講
演

会
で

ア
ン
ケ

ー
ト
を
実

施

8
ブ
ロ
グ

未
実

施
　
（
実

施
予

定
な

し
）

－
－

9
掲
示

各
館

に
お

い
て

適
宜

実
施

学
部

等
に

は
情

報
リ
テ
ラ
シ

ー
係

か
ら
直

接
交

渉
情

報
リ
テ
ラ
シ

ー
係

、
各

館
が

担
当

利
用

者
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

２
．
現

在
の

問
題

点
、
今

後
の

課
題

、
予

定
な

ど

・
ガ

イ
ダ

ン
ス

等
、
分

野
も
多

岐
に

わ
た

る
た

め
、
担

当
者

の
負

担
が

大
き
い

。
・
最

近
増

加
の

傾
向

に
あ

る
オ

ー
ダ

ー
メ
イ
ド
ガ

イ
ダ

ン
ス

は
、
申

込
か

ら
実

施
ま
で

が
短

期
間

で
、
依

頼
者

の
希

望
に

あ
っ
た

資
料

作
成

な
ど
準

備
の

負
担

が
大

き
い

。
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
は

改
訂

か
ら
２
年

経
ち
、
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ

は
日

本
語

･英
語

・
韓

国
語

と
作

成
済

。
更

に
中

国
語

の
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ

と
各

説
明

の
言

語
別

ペ
ー

ジ
に

つ
い

て
も
検

討
が

必
要

。
・
展

示
会

も
、
毎

回
好

評
で

は
あ

る
が

、
担

当
者

の
負

担
が

大
き
い

。
・
全

般
的

な
評

価
に

つ
い

て
は

、
学

生
を
対

象
と
し
た

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト
に

基
づ

く
た

め
、
平

成
2
2
年

1
月

2
5
日

～
2
月

2
1
日

に
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を
実

施
。
今

後
、
ア

ン
ケ

ー
ト
に

お
け

る
学

生
か

ら
の

声
を
、
広

報
活

動
の

改
善

に
反

映
さ
せ

て
い

く
必

要
が

あ
る
。

2
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承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

<
神

戸
市

外
国

語
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

次
の

も
の

を
発

行
（
1
）
学

内
者

向
け

（
日

本
語

）
（
2
）
学

内
者

向
け

（
英

語
)

（
3
）
卒

業
生

向
け

（
4
）
市

民
利

用
者

向
け

担
当

の
館

員
が

企
画

・
発

行
（
1
）
の

み
印

刷
を
外

注
配

布
部

数
に

よ
る

2
館
報

年
2
回

発
行

学
内

配
布

お
よ
び

ウ
ェ
ブ
に

P
D
F
を
公

開
担

当
の

館
員

が
企

画
・
発

行
執

筆
は

教
員

お
よ
び

館
員

配
布

部
数

に
よ
る

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

（
1
）
新

入
生

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
大

学
オ

リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
内

で
実

施
）

（
2
）
ゼ

ミ
ガ

イ
ダ

ン
ス

（
教

員
の

依
頼

に
基

づ
き
図

書
館

ツ
ア

ー
・

文
献

検
索

講
習

を
実

施
）

担
当

の
館

員
が

企
画

・
実

施
（
2
）
は

ア
ン
ケ

ー
ト
を
実

施

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

中
（
主

な
コ
ン
テ
ン
ツ
）

（
1
）
利

用
案

内
（
2
）
蔵

書
検

索
（
3
）
オ

ン
ラ
イ
ン
デ

ー
タ
ベ

ー
ス

（
4
）
資

料
の

探
し
方

（
5
）
司

書
の

お
す

す
め

（
資

料
・
サ

イ
ト
の

紹
介

）

各
ペ

ー
ジ

担
当

館
員

が
作

成
（
5
）
は

司
書

職
員

の
分

担
執

筆
ア

ク
セ

ス
統

計

6
展
示
会

（
1
）
貴

重
資

料
等

展
示

（
2
）
学

長
エ
ッ
セ

イ
紹

介
資

料
の

展
示

（
3
）
テ
ー

マ
展

示

（
1
）
館

員
が

解
説

を
執

筆
（
2
）
エ
ッ
セ

イ
は

大
学

サ
イ
ト
に

掲
載

(他
部

署
担

当
)。

図
書

館
は

図
書

の
展

示
お

よ
び

本
文

の
配

布
を
実

施
（
3
）
各

台
担

当
館

員
に

よ
る
企

画
・
実

施

（
1
）
は

解
説

の
配

布
部

数
に

よ
る

（
3
）
貸

出
冊

数

9
掲
示

館
内

に
お

い
て

適
宜

実
施

担
当

の
館

員
の

企
画

・
実

施
特

に
な

し

1
0
そ
の
他
印
刷
物

次
の

も
の

を
発

行
（
い

ず
れ

も
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
）

（
1
）
利

用
ガ

イ
ド
「
ご
存

知
で

す
か

？
」
シ

リ
ー

ズ
（
2
）
パ

ス
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
「
in
fo
sh

e
e
t」
シ

リ
ー

ズ
（
3
）
開

館
カ
レ
ン
ダ

ー
（
学

内
者

向
け

）
（
4
）
利

用
日

案
内

（
市

民
利

用
者

向
け

）

担
当

の
館

員
に

よ
る
企

画
・
発

行
配

布
部

数
に

よ
る

２
．
現

在
の

問
題

点
、
今

後
の

課
題

、
予

定
な

ど

・
印

刷
媒

体
と
ウ

ェ
ブ
サ

イ
ト
は

、
評

価
方

法
が

配
布

部
数

や
ア

ク
セ

ス
統

計
な

ど
数

量
的

な
評

価
に

と
ど
ま
り
、
他

の
評

価
方

法
が

確
立

さ
れ

て
い

な
い

。

3
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承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

<
神

戸
市

看
護

大
学

>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

学
外

利
用

者
用

に
作

成
図

書
館

職
員

が
作

成

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

新
入

生
を
対

象
に

ガ
イ
ダ

ン
ス

及
び

文
献

検
索

講
習

会
を
実

施
館

長
と
図

書
館

職
員

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

あ
り

図
書

館
に

て
更

新
。
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ

は
情

報
処

理
担

当
者

に
依

頼
す

る
。

6
展
示
会

こ
こ
数

年
、
秋

に
図

書
展

示
を
実

施
し
た

が
、
常

設
化

を
検

討
中

図
書

館
職

員

9
掲
示

適
宜

実
施

<
兵

庫
県

立
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

簡
単

な
利

用
案

内
を
配

付
又

は
館

内
に

配
置

各
館

で
作

成
特

に
な

し

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

（
１
）
入

学
式

で
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
実

施
（
２
）
新

入
生

向
け

図
書

館
ツ
ア

ー
、
随

時
ミ
ニ

　
　
ツ
ア

ー
を
実

施
（
３
）
文

献
デ

ー
タ
ベ

ー
ス

講
習

会
及

び
説

明
会

（
４
）
O
P
A
C
及

び
図

書
館

ポ
ー

タ
ル

「
マ

イ
ラ
イ

　
　
ブ
ラ
リ
」
の

説
明

会

（
１
）
～

（
４
）
各

館
で

企
画

実
施

（
３
）
文

献
デ

ー
タ
ベ

ー
ス

講
習

会
、
説

明
会

に
つ

い
て

は
提

供
業

者
に

講
師

を
依

頼

随
時

ミ
ニ

ツ
ア

ー
と
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
講

習
会

に
つ

い
て

は
ア

ン
ケ

ー
ト
を
行

っ
て

い
る

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

中
各

館
の

担
当

者
ア

ク
セ

ス
件

数
を
と
っ
て

い
る
館

も
あ

る

5
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

（
１
）
教

職
員

及
び

大
学

院
生

に
「
明

石
学

術
情

報
館

だ
よ
り
」
を

発
行

（
不

定
期

）
（
２
）
キ

ャ
ン
パ

ス
内

教
職

員
向

け
に

「
図

書
館

だ
よ
り
」
を
月

1
回

発
行

（
神

戸
学

園
都

市
学

術
情

報
館

）

各
館

の
担

当
者

特
に

な
し

9
掲
示

各
館

に
お

い
て

適
宜

実
施

各
館

特
に

な
し

4
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承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

<
芦

屋
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

A
4
版

チ
ラ
シ

3
種

類
。

閲
覧

担
当

。
学

生
か

ら
の

直
接

的
聴

取
。

2
館
報

休
刊

中
。

担
当

職
員

退
職

の
た

め
目

下
不

在
。

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

教
員

の
依

頼
に

よ
り
利

用
教

育
の

実
施

。
そ

の
際

館
内

ツ
ア

－
、

O
P
A
C
検

索
を
実

行
す

る
。
貸

出
し
体

験
も
実

施
す

る
。

閲
覧

担
当

。
そ

の
都

度
依

頼
教

員
か

ら
直

接
的

評
価

を
も
ら
う
。

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

中
。
学

内
ホ

－
ム

ペ
－

ジ
も
実

施
。

大
学

広
報

課
管

理
の

下
、
図

書
館

シ
ス

テ
ム

係
が

更
新

依
頼

。
大

学
ホ

－
ム

ペ
－

ジ
ア

ク
セ

ス
統

計
を
参

照
。

9
掲
示

適
宜

実
施

。
図

書
館

職
員

が
適

宜
。

学
生

の
反

応
を
参

考
に

し
て

い
る
。

1
0
雑
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
－
無
料

配
布

継
続

中
。

図
書

館
職

員
が

適
宜

。
学

生
の

反
応

を
参

考
に

し
て

い
る
。

<
大

手
前

大
学

・
大

手
前

短
期

大
学

>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

次
の

も
の

を
発

行
・
メ
デ

ィ
ア

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

C
E
L
L
・
学

生
用

（
３
つ

折
り
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
）

・
メ
デ

ィ
ア

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

C
E
L
L
用

（
A
4
版

 8
p.
）

閲
覧

担
当

職
員

特
に

な
し

2
館
報

休
刊

中
特

に
な

し

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

 O
P
A
C
、
情

報
の

探
し
方

な
ど
各

種
の

　
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
教

員
の

依
頼

に
基

づ
き
、
適

宜
実

施
担

当
職

員
特

に
な

し

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

中
担

当
職

員
特

に
な

し

5
掲
示

各
館

に
お

い
て

適
宜

実
施

閲
覧

担
当

職
員

特
に

な
し

6
案
内
ち
ら
し

大
学

主
催

の
市

民
講

座
等

開
催

時
、
近

隣
の

公
立

図
書

館
へ

配
布

閲
覧

担
当

職
員

特
に

な
し

7
新
着
速
報
の
配
信

西
宮

市
立

図
書

館
、
同

北
口

図
書

館
、
伊

丹
市

立
図

書
館

へ
送

信
閲

覧
担

当
職

員
特

に
な

し

8
学
内
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

適
宜

発
信

担
当

職
員

特
に

な
し

２
．
現

在
の

問
題

点
、
今

後
の

課
題

、
予

定
な

ど

・
学

内
利

用
者

（
と
く
に

学
生

）
の

H
P
利

用
度

を
向

上
さ
せ

る
よ
う
な

工
夫

が
必

要
か

と
思

わ
れ

る
。

・
現

在
、
H
P
運

営
は

担
当

者
一

人
に

負
担

が
集

中
し
て

い
る
の

で
、
分

散
す

る
よ
う
な

業
務

の
あ

り
方

を
検

討
し
た

い
。

・
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
講

習
会

の
実

施
を
増

や
せ

る
よ
う
、
教

員
に

協
力

を
要

請
し
て

い
る
。

・
資

料
の

作
成

や
さ
ま
ざ
ま
な

活
動

に
学

生
の

力
を
活

用
し
た

い
。

5
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承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

<
関

西
看

護
医

療
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

（
1
）
１
年

生
：
新

入
生

利
用

案
内

（
2
）
2
～

4
年

生
：
在

学
生

利
用

案
内

（
3
）
利

用
案

内
詳

細
：
学

生
便

覧
に

掲
載

（
4
）
卒

業
生

利
用

案
内

（
5
）
学

外
者

利
用

案
内

専
任

職
員

が
担

当
特

に
な

し

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

・
「
図

書
館

講
座

」
と
し
て

新
入

生
利

用
ガ

イ
ダ

ン
ス

、
O
P
A
C
検

索
演

習
、
文

献
検

索
演

習
な

ど
を
行

っ
て

い
る
。
（
申

込
制

）
・
教

員
の

要
請

で
「
情

報
リ
テ
ラ
シ

ー
」
の

授
業

の
一

コ
マ

に
デ

ー
タ
ベ

ー
ス

講
習

会
を
行

っ
て

い
る
。

・
教

員
の

要
請

で
ゼ

ミ
単

位
で

文
献

検
索

演
習

を
行

っ
て

い
る
。

専
任

職
員

が
担

当
P
A
C
検

索
演

習
、
文

献
検

索
演

習
で

は
終

了
時

に
ア

ン
ケ

ー
ト
を
取

っ
て

い
る
。

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

大
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

内
に

図
書

館
ペ

ー
ジ

を
設

置
。

専
任

職
員

が
担

当
特

に
な

し

9
掲
示

適
宜

図
書

館
掲

示
板

及
び

学
生

掲
示

板
に

掲
示

専
任

職
員

が
担

当
特

に
な

し

<
関

西
福

祉
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

「
学

生
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に

掲
載

図
書

館
職

員
担

当

2
館
報

図
書

館
だ

よ
り
を
年

1
回

発
行

図
書

館
運

営
委

員
会

で
企

画

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

・
新

入
生

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
新

入
生

全
員

）
　
 図

書
館

の
利

用
に

つ
い

て
な

ど
・
ガ

イ
ダ

ン
ス

（
希

望
者

の
み

）
　
（
1
）
基

礎
編

　
（
2
）
応

用
編

図
書

館
職

員
担

当
ガ

イ
ダ

ン
ス

は
、
利

用
者

ア
ン
ケ

ー
ト
実

施

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

中
担

当
職

員

6
展
示
会

月
ご
と
の

テ
ー

マ
を
設

け
て

実
施

図
書

館
職

員
担

当

9
掲
示

適
宜

実
施

図
書

館
職

員
担

当

6
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承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

<
関

西
学

院
大

学
>
　

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

利
用

ガ
イ
ド
の

学
部

生
・
大

学
院

生
対

象
の

も
の

は
、
キ

ャ
ン
パ

ス
ご
と
に

作
成

。
専

任
教

員
、
卒

業
生

、
一

般
公

開
対

象
の

も
の

は
、
西

宮
上

ケ
原

キ
ャ
ン
パ

ス
で

作
成

。
各

種
ち
ら
し
は

、
キ

ャ
ン
パ

ス
ご
と
に

随
時

作
成

。

利
用

サ
ー

ビ
ス

課
お

よ
び

分
室

担
当

者

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

別
紙

参
照

ア
ン
ケ

ー
ト
の

実
施

２
．
現

在
の

問
題

点
、
今

後
の

課
題

、
予

定
な

ど

・
学

部
の

増
加

に
よ
る
ゼ

ミ
対

象
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
講

習
会

の
申

込
数

が
増

加
し
て

し
て

お
り
、
図

書
館

の
実

施
体

制
が

非
常

に
厳

し
い

状
況

で
あ

る
。

・
情

報
検

索
講

習
会

に
つ

い
て

は
、
図

書
館

主
催

で
実

施
す

る
だ

け
で

な
く
、
授

業
と
の

連
携

を
よ
り
強

化
し
、
初

年
次

教
育

の
プ
ロ
グ

ラ
ム

の
中

に
組

み
込

ま
れ

る
方

向
を
さ
ぐ
る
必

要
が

あ
る
。

7
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利
用

サ
ー

ビ
ス
課

名
　
　
称

実
施
日
時
・
回
数

内
　
　
　
容
　
【
申
込
・
参
加
形
態
】

所
要
時
間

広
報
手
段

担
当
者
（
主
担
）

20
09
年
度
実
績

新
入
生
対
象
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
Ａ
Ｂ
Ｃ
！
２
０
10
」

4/
5　
4回

図
書
館
ホ
ー
ル
で
HP
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
役
立
つ
資
料
の
紹
介
（
パ
ン
フ
等
配
布
）
を
行
う
。
説
明

後
、
館
内
へ
誘
導
し
て
解
散
。
自
由
見
学
を
し
て
も
ら
う
。
【
個
人
の
当
日
参
加
】

各
30
分

学
生
課
作
成
パ
ン
フ

利
用
サ
ー
ビ
ス
課

専
任
・
派
遣

3回
実
施
、
約
21
0名

＜
基
礎
演
習
対
象
＞

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4/
13
-4
/3
0

「
図
書
館
に
入
館
し
て
み
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
館
内
ツ
ア
ー
で
書
架
や
施
設
を
紹
介
し
な
が
ら
、
基

本
的
な
利
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
。
【
教
員
申
込
制
で
１
コ
マ
２
部
構
成
で
実
施
、
社
会
・
人
福
・
国

際
全
ク
ラ
ス
参
加
予
定
、
文
は
不
参
加
】

約
60
分

対
象
全
教
員
に
案
内
書
・
申
込

書
送
付
、
HP
に
案
内

利
サ
課
　
専
任
・
派
遣

運
営
課
　
専
任
・
派
遣

ﾂｱ
ｰ：
95
ゼ
ミ
, 
2,
29
8名

課
題
：
6ゼ
ミ
, 
15
8名

＜
基
礎
演
習
対
象
＞

「
文
献
の
探
し
方
講
習
会
」

原
則
5/
6-
通
年

OP
AC
を
使
っ
た
基
本
的
な
文
献
検
索
を
指
導
。
受
講
学
生
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
検
索
実
習
を
課
す
。
実

施
内
容
は
原
則
と
し
て
学
部
で
統
一
メ
ニ
ュ
ー
で
実
施
。
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
第
二
段

階
。
【
教
員
申
込
制
、
人
福
全
ク
ラ
ス
参
加
、
社
会
は
不
参
加
】

60
～
90
分
対
象
全
教
員
に
案
内
書
・
申
込

書
送
付
、
HP
に
案
内

利
サ
課
　
専
任
・
派
遣

運
営
課
　
専
任
・
派
遣

＜
文
学
部
「
人
文
演
習
」
対
象
＞

「
文
献
の
探
し
方
講
習
会
」

4/
13
-5
月
中
旬

全
「
人
文
演
習
Ｉ
」
ク
ラ
ス
が
対
象
で
、
館
外
の
パ
ソ
コ
ン
室
で
実
施
。
図
書
館
の
基
本
的
な
利
用
方

法
の
説
明
と
OP
AC
を
中
心
と
し
た
文
献
の
探
し
方
の
実
習
で
構
成
。
受
講
学
生
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
検

索
実
習
を
課
す
。

90
分

文
学
部
事
務
室
と
相
談
の
上
、

対
象
全
教
員
に
案
内
書
を
送
付
利
サ
課
　
専
任
・
派
遣

運
営
課
　
専
任
・
派
遣

＜
研
究
演
習
対
象
＞

「
学
術
情
報
探
索
講
習
会
」

4/
6-
通
年

ゼ
ミ
の
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
図
書
・
論
文
の
探
し
方
の
説
明
お
よ
び
検
索
実
習
を
中
心
に
し
て
、
ゼ

ミ
の
時
間
内
で
実
施
。
事
前
に
担
当
教
員
と
打
ち
合
わ
せ
の
上
、
実
施
内
容
を
組
み
立
て
る
。
【
教
員

申
込
制
】

90
分

対
象
全
教
員
に
案
内
書
・
申
込

書
送
付
、
HP
に
案
内

利
サ
課
　
専
任

運
営
課
　
専
任

10
5ゼ
ミ
、
1,
87
7名

経
営
戦
略
研
究
科
院
生
（
企
業
経

営
戦
略
コ
ー
ス
、
国
際
経
営
コ
ー

ス
、
会
計
専
門
職
専
攻
）
対
象

4/
1

大
学
図
書
館
の
概
要
、
梅
田
か
ら
の
取
り
寄
せ
等
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
を
し
、
OP
AC
や
We
bデ
ー
タ
ベ
ー
ス

等
の
紹
介
も
行
う
。
そ
の
後
館
内
ツ
ア
ー
を
実
施
。
【
原
則
全
員
参
加
】

春
：
90
分

秋
：
90
分
経
営
戦
略
研
究
科
事
務
室
経
由

で
案
内
書
配
布

利
サ
課
専
任

春
：
約
12
0名

【
対
象
者
：
12
7名
】

秋
：
27
名

【
対
象
者
：
27
名
】

4/
5 
2回

＜
未
修
＞
図
書
館
ホ
ー
ル
に
て
大
学
図
書
館
の
利
用
方
法
等
を
説
明
し
、
OP
AC
や
法
律
・
判
例
関
係

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
紹
介
。
後
ほ
ど
法
律
文
献
の
所
在
を
中
心
と
し
た
館
内
ツ
ア
ー
を
実
施
。
基
礎
演

習
（
７
組
）
単
位
。
【
原
則
全
員
参
加
】

80
分

司
法
研
究
科
事
務
室
経
由
で
案

内
書
配
布

利
サ
課
専
任

2回
で
約
60
名

【
対
象
者
：
74
名
】

4/
5

＜
既
修
＞
図
書
館
ホ
ー
ル
に
て
大
学
図
書
館
の
利
用
方
法
等
を
説
明
し
、
OP
AC
や
法
律
・
判
例
関
係

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
紹
介
。
後
ほ
ど
法
律
文
献
の
所
在
を
中
心
と
し
た
館
内
ツ
ア
ー
を
実
施
。
【
個
人

申
込
制
】

80
分

司
法
研
究
科
事
務
室
経
由
で
案

内
書
・
申
込
書
配
布

利
サ
課
専
任

1回
実
施
で
17
名

【
対
象
者
：
61
名
】

経
済
学
研
究
科
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

コ
ー
ス
院
生
対
象

未
定

館
内
ツ
ア
ー
を
行
い
な
が
ら
、
大
学
図
書
館
の
利
用
方
法
等
を
説
明
し
、
OP
AC
や
We
bデ
ー
タ
ベ
ー
ス
等

の
紹
介
も
簡
単
に
行
う
。
【
原
則
全
員
参
加
】

30
分

経
済
学
部
事
務
室
か
ら
案
内

利
サ
課
専
任

14
名
【
対
象
者
：
14
名
】

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文

化
・
研
究
科
院
生
対
象

4/
3（
修
論
ｺｰ
ｽ）

（
課
題
ｺｰ
ｽは
該
当

者
な
し
）

館
内
ツ
ア
ー
を
行
い
な
が
ら
、
大
学
図
書
館
の
利
用
方
法
等
を
説
明
し
、
OP
AC
や
We
bデ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

紹
介
も
行
う
。
【
原
則
全
員
参
加
】

60
分

言
コ
ミ
事
務
室
か
ら
案
内

利
サ
課
専
任

（
課
題
研
究
）
1名

（
修
論
）
22
名

【
対
象
者
：
25
名
】

交
換
学
生
（
留
学
生
）
対
象

春
：
3/
31

秋
：
未
定

図
書
館
紹
介
ス
ラ
イ
ド
（
英
語
版
）
を
用
い
て
、
大
学
図
書
館
の
基
本
的
な
利
用
方
法
を
説
明
し
、
施

設
・
設
備
を
紹
介
す
る
。
そ
の
後
、
館
内
ツ
ア
ー
（
日
本
語
）
を
行
う
。
【
全
員
参
加
】

60
分

国
際
協
力
・
研
究
課
か
ら
案
内
利
サ
課
専
任
・
派
遣

春
：
36
名

秋
：
69
名

新
任
教
員
対
象

4月
以
降

申
込
に
応
じ
て

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
大
学
図
書
館
の
利
用
方
法
や
相
互
利
用
制
度
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
希
望
に
応
じ

て
、
OP
AC
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
検
索
実
習
を
行
う
。
【
個
人
申
込
制
】

30
分
程
度
新
任
教
員
研
修
会
時
(4
/1
0）

に
案
内
書
を
配
布

利
サ
課
専
任

10
名

一
般
公
開
登
録
者
対
象

春
：
4/
9、
4/
10

秋
：
未
定

基
本
的
な
大
学
図
書
館
の
利
用
方
法
を
説
明
し
、
館
内
ツ
ア
ー
や
OP
AC
の
検
索
実
習
も
行
う
。
【
個
人

申
込
制
】

12
0分

通
知
書
送
付
時
に
案
内
書
同
封
利
サ
課
専
任
・
派
遣

春
：
2回
実
施
で
16
名

秋
：
1回
実
施
で
8名

中
学
部
生
対
象

6/
17
, 
6/
18

図
書
館
紹
介
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
、
大
学
図
書
館
の
基
本
的
な
利
用
方
法
を
説
明
し
、
施
設
・
設
備
を

紹
介
す
る
。
そ
の
後
、
館
内
ツ
ア
ー
を
行
う
。
【
中
学
１
年
生
全
員
参
加
】

90
分

－
利
サ
課
専
任
・
派
遣

約
19
0名

啓
明
学
院
中
学
校
生
対
象

6/
19

図
書
館
紹
介
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
、
大
学
図
書
館
の
基
本
的
な
利
用
方
法
を
説
明
し
、
施
設
・
設
備
を

紹
介
す
る
。
そ
の
後
、
館
内
ツ
ア
ー
を
行
う
。
【
中
学
１
年
生
全
員
参
加
】

90
分

－
利
サ
課
専
任
・
派
遣

約
14
0名

２
０
１
０
年

度
　
関

西
学

院
大

学
図

書
館

（
西

宮
上

ケ
原

キ
ャ
ン
パ

ス
）
　
オ

リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
講

習
会

　
実

施
計

画

司
法
研
究
科
院
生

（
未
修
者
・
既
修
者
）
対
象

86
ゼ
ミ
、
2,
44
5名

７
付

38



承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

<
近

大
姫

路
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

３
つ

折
り
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
発

行
。

担
当

図
書

館
職

員
が

作
成

。
職

員
間

で
内

容
を
確

認
し
、

適
宜

修
正

を
加

え
、
改

訂
版

を
作

成
し
て

い
る
。

2
館
報

2
0
0
9
年

度
1
月

に
図

書
館

ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー

を
創

刊
。

担
当

図
書

館
職

員
と
担

当
図

書
委

員
に

よ
り
編

集
。

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

入
学

時
、
全

員
に

図
書

館
オ

リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実

施
。
ゼ

ミ
単

位
で

利
用

ガ
イ
ダ

ン
ス

を
実

施
。

担
当

図
書

館
職

員
を
中

心
に

実
施

。
実

施
記

録
を
と
り
、
問

題
点

や
改

善
方

法
等

を
記

録
し

て
い

る
。

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

運
用

中
担

当
図

書
館

職
員

が
更

新
。

6
展
示
会

2
0
0
9
年

7
月

よ
り
企

画
展

示
（
ミ
ニ

展
示

）
を
実

施
。

担
当

図
書

館
職

員
を
中

心
に

実
施

。

7
講
演
会

2
0
0
9
年

1
0
月

よ
り
図

書
館

主
催

講
座

「
源

氏
物

語
を
読

む
会

」
を

学
内

者
、
地

域
住

民
を
対

象
に

実
施

。
講

師
と
と
も
に

担
当

図
書

館
職

員
が

広
報

活
動

、
会

場
業

務
等

を
行

う
。

参
加

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト
に

よ
る
。

9
掲
示

適
宜

図
書

館
職

員
が

適
宜

行
う
。

1
0
学
生
選
書
ツ
ア
ー

2
0
0
9
年

1
2
月

に
第

1
回

学
生

選
書

ツ
ア

ー
を
実

施
。

担
当

図
書

館
職

員
、
担

当
図

書
委

員
が

ツ
ア

ー
に

同
行

し
て

実
施

。

２
．
現

在
の

問
題

点
、
今

後
の

課
題

、
予

定
な

ど

<
甲

子
園

大
学

>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

学
内

便
覧

、
館

報
に

記
載

。
2
つ

折
り
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
発

行
図

書
館

職
員

が
作

成

2
館
報

年
1
回

発
行

図
書

館
職

員
が

作
成

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

随
時

図
書

館
職

員
が

担
当

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

中
大

学
の

情
報

処
理

セ
ン
タ
ー

が
担

当

9
掲
示

適
時

図
書

館
職

員
が

担
当

・
企

画
展

示
は

、
図

書
館

入
口

に
小

机
を
置

い
て

展
示

し
て

お
り
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

も
展

示
内

容
を
掲

載
し
て

い
る
。
３
、
４
カ
月

ご
と
に

展
示

を
変

更
し
て

い
る
が

、
テ
ー

マ
を
探

す
の

に
悩

む
こ
と
が

あ
る
。

・
図

書
館

主
催

講
座

に
つ

い
て

は
、
参

加
者

へ
の

ア
ン
ケ

ー
ト
で

好
評

を
得

た
た

め
、
今

年
度

も
後

期
に

実
施

す
る
予

定
で

あ
る
。

・
学

生
選

書
ツ
ア

ー
で

選
ば

れ
た

図
書

は
、
予

約
が

入
る
ほ

ど
の

人
気

で
あ

る
。
今

年
度

の
6
月

に
も
実

施
す

る
予

定
だ

が
、
ツ
ア

ー
に

同
行

し
て

も
ら
え

る
図

書
委

員
が

い
な

か
っ
た

た
め

、
今

後
ど
の

よ
う
な

体
制

で
行

う
か

が
検

討
課

題
と
な

っ
て

い
る
。

8
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承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

1
0
そ
の
他

リ
サ

イ
ク
ル

コ
ー

ナ
ー

設
置

教
職

員
、
学

生
の

不
要

と
な

っ
た

図
書

を
コ
ー

ナ
ー

に
設

置
。
利

用
は

自
由

昨
年

ま
で

は
4
月

か
ら
7
月

末
ま
で

設
置

し
て

い
た

が
、
今

年
度

か
ら
は

常
時

設
置

。

<
甲

南
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

○
冊

子
○

ﾘ
ｰ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄ(
4
つ

折
)

閲
覧

係
が

担
当

な
し

2
館
報

年
１
回

館
員

に
よ
る
編

集
委

員
会

が
担

当
な

し

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

(1
)　

新
入

生
ガ

イ
ダ

ン
ス

（
閲

覧
係

が
実

施
）

(2
)　

教
員

の
依

頼
に

基
づ

き
、

　
　
　
　
　
　
カ
ス

タ
ム

ガ
イ
ダ

ン
ス

(閲
覧

係
が

実
施

)
(3
)　

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

ガ
イ
ダ

ン
ス

（
閲

覧
係

が
実

施
）

(4
)　

書
庫

入
庫

ガ
イ
ダ

ン
ス

（
閲

覧
係

が
実

施
）

(5
)　

語
学

学
習

室
利

用
ガ

イ
ダ

ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｗ

Ｇ
担

当
者

が
実

施
）

ア
ン
ケ

ー
ト
実

施

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

全
館

共
通

閲
覧

係
が

担
当

な
し

5
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

語
学

学
習

室
関

係
Ｗ

Ｇ
担

当
者

が
実

施
な

し

6
展
示
会

年
４
回

Ｗ
Ｇ
担

当
者

・
教

員
が

担
当

な
し

9
掲
示

適
宜

実
施

各
担

当
な

し

<
甲

南
女

子
大

学
>

２
．
現

在
の

問
題

点
、
今

後
の

課
題

、
予

定
な

ど

貴
重

書
の

撮
影

を
順

次
進

め
て

い
る
の

で
、
画

像
を
W
e
b上

で
公

開
す

る
こ
と
を
検

討
し
て

い
る
。

9

40



承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

<
神

戸
海

星
女

子
学

院
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

(1
)共

通
版

（
４
つ

折
り
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
）
１
種

類
図

書
館

に
て

対
応

特
に

な
し

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

(1
) 
新

入
生

ガ
イ
ダ

ン
ス

（
O
P
A
C
、
図

書
館

利
用

に
つ

い
て

）
実

施 (2
) 
3
年

次
生

対
象

ガ
イ
ダ

ン
ス

（
論

文
・
レ
ポ

ー
ト
の

作
成

法
お

よ
び

各
種

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

紹
介

）
実

施

図
書

館
に

て
対

応
受

講
者

ア
ン
ケ

ー
ト
の

実
施

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

中
図

書
館

に
て

対
応

特
に

な
し

6
展
示
会

平
成

2
0
年

度
は

企
画

展
示

を
３
回

図
書

館
に

て
対

応
特

に
な

し

9
掲
示

適
宜

実
施

図
書

館
に

て
対

応
特

に
な

し

<
神

戸
学

院
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

各
館

冊
子

体
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
発

行
利

用
サ

ー
ビ
ス

部
門

及
び

シ
ス

テ
ム

担
当

者
（
派

遣
）
が

担
当

2
館
報

年
1
回

発
行

(5
月

末
頃

発
行

）
図

書
館

職
員

が
担

当
図

書
館

概
要

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

（
1
）
各

館
で

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ツ
ア

ー
を
実

施
（
2
）
情

報
探

索
講

座
（
随

時
）
を
実

施
（
3
）
Ｅ
Ｊ
の

全
学

的
導

入
開

始
に

伴
い

教
職

員
向

け
Ｅ
Ｊ
利

用
説

明
会

を
実

施

（
１
）
（
２
）
は

各
館

が
担

当
（
３
）
は

シ
ス

テ
ム

担
当

者
（
派

遣
）
が

各
館

に
て

担
当

(1
)(
2
)利

用
者

ア
ン
ケ

ー
ト
を

実
施

　
（
３
）
特

に
な

し

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
1
）
全

館
共

通
の

ペ
ー

ジ
　

（
2
）
各

館
の

ペ
ー

ジ
利

用
サ

ー
ビ
ス

部
門

及
び

シ
ス

テ
ム

担
当

者
（
派

遣
）
が

担
当

6
展
示
会

有
瀬

図
書

館
、
ポ

ー
ア

イ
図

書
館

で
年

6
回

程
度

実
施

。
そ

の
他

、
書

籍
に

関
連

し
た

展
示

を
随

時
行

っ
て

い
る
。

各
館

の
担

当
者

を
中

心
に

実
施

記
帳

用
の

ノ
ー

ト
を
設

置
　
　

　
ア

ン
ケ

ー
ト
を
実

施

7
講
演
会

2
0
0
8
年

度
各

館
年

1
回

、
2
0
0
9
年

度
有

瀬
図

書
館

年
1
回

、
ポ

ー
ア

イ
図

書
館

年
2
回

実
施

（
併

せ
て

講
演

関
連

書
籍

展
示

を
実

施
）

各
館

の
担

当
者

を
中

心
に

実
施

講
演

会
で

ア
ン
ケ

ー
ト
を
実

施

9
掲
示

各
館

に
お

い
て

適
宜

実
施

各
館

が
担

当

1
0
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承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

<
神

戸
芸

術
工

科
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

和
文

の
み

。
2
1
0
×

1
0
0
m
m
、
経

本
折

1
2
頁

。
担

当
館

員

2
館
報

年
4
回

発
行

、
Ｂ
4
表

裏
（
半

分
に

折
る
）

表
に

出
る
面

の
み

カ
ラ
ー

館
員

3
名

が
担

当

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

(１
)図

書
館

ツ
ア

ー
・
・
・
4
月

に
丸

1
日

か
け

て
、
新

入
生

を
対

象
と

し
た

講
義

「
ス

タ
デ

ィ
ス

キ
ル

ズ
」
の

中
で

、
実

際
に

図
書

館
内

を
案

内
し
な

が
ら
施

設
・
サ

ー
ビ
ス

・
O
P
A
C
の

検
索

に
つ

い
て

説
明

を
す

る
図

書
館

ツ
ア

ー
を
実

施
。
各

3
0
分

間
。

(２
）
図

書
ゼ

ミ
・
・
・
1
学

科
の

み
教

員
か

ら
の

要
請

で
前

期
に

１
年

生
の

授
業

を
使

用
し
、
文

献
探

索
（
O
P
A
C
、
相

互
利

用
な

ど
）
の

講
義

（
6
0
分

）
を
実

施
。

（
1
）
図

書
館

員
全

員
が

担
当

　
　
　
　
　

(２
）
専

任
職

員
が

担
当

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

中
（
2
1
年

度
9
月

に
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
た

）
各

業
務

担
当

館
員

6
展
示
会

貴
重

書
展

年
4
回

年
間

テ
ー

マ
展

示
年

3
回

一
般

図
書

テ
ー

マ
展

示
年

9
回

館
員

2
名

が
担

当

9
掲
示

適
宜

実
施

各
業

務
担

当
館

員

２
．
現

在
の

問
題

点
、
今

後
の

課
題

、
予

定
な

ど

<
神

戸
国

際
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

教
員

の
依

頼
に

基
づ

き
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
実

施
図

書
館

職
員

が
担

当
特

に
な

し

2
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

実
施

特
に

な
し

3
掲
示

図
書

館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

前
に

設
置

図
書

館
職

員
が

担
当

特
に

な
し

・
広

報
紙

の
配

布
方

法
を
思

案
中

。
図

書
館

カ
ウ

ン
タ
ー

や
各

学
科

事
務

室
で

配
布

し
て

い
る
が

、
多

く
の

学
生

の
手

に
渡

ら
な

い
。

1
1
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承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

4
新
着
案
内

毎
月

1
回

図
書

館
職

員
が

担
当

特
に

な
し

5
展
示
コ
ー
ナ
ー

テ
ー

マ
に

関
連

す
る
書

籍
を
展

示
図

書
館

職
員

が
担

当
特

に
な

し

<
神

戸
松

蔭
女

子
学

院
大

学
・
短

期
大

学
部

>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
0
そ
の
他
：
学
生
向
き
プ
ロ
グ
ラ

ム
図

書
館

サ
ポ

ー
タ
ー

が
選

ぶ
P
O
P
大

賞
職

員
5
名

＋
図

書
館

サ
ポ

ー
タ
ー

(学
生

）
2
0
1
0
年

度
よ
り
実

施

<
神

戸
女

子
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

「
図

書
館

利
用

案
内

」
冊

子
担

当
者

編
集

短
大

と
合

冊

2
館
報

年
１
回

発
行

担
当

者
編

集

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

・
新

入
生

ガ
イ
ダ

ン
ス

　
・
新

入
生

図
書

館
ツ
ア

ー
・
情

報
検

索
ガ

イ
ダ

ン
ス

；
図

書
篇

･文
献

篇
の

各
初

級
、
中

級
・

上
級

別
に

希
望

者
を
募

っ
て

実
施

　
・
M
ｙ 
L
ib
ra
ry
の

使
い

方
；
図

書
の

予
約

、
図

書
購

入
依

頼
、
IL
L

等

・
個

人
、
ク
ラ
ス

、
ゼ

ミ
等

申
込

単
位

に
関

係
な

く
対

応
・
ガ

イ
ダ

ン
ス

メ
ニ

ュ
ー

を
記

載
し
た

申
込

用
紙

を
配

布
・
受

講
者

に
要

望
、
レ
ベ

ル
に

応
じ
て

対
応

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

中
担

当
者

6
展
示
会

・
常

設
展

示
（
年

４
回

程
度

）
　

・
大

学
祭

の
特

別
展

示
担

当
者

ア
ン
ケ

ー
ト
実

施

7
講
演
会

・
学

園
創

立
7
0
周

年
記

念
行

事
講

演
会

図
書

館
が

企
画

、
外

部
講

演
者

に
よ

り
実

施

9
掲
示

図
書

館
外

の
電

子
掲

示
板

お
よ
び

館
内

掲
示

に
適

宜
実

施
担

当
者

２
．
現

在
の

問
題

点
、
今

後
の

課
題

、
予

定
な

ど

・
ガ

イ
ダ

ン
ス

で
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト
等

を
実

施
し
、
次

回
に

向
け

改
善

を
図

る
こ
と

1
2
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承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

<
神

戸
親

和
女

子
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

・
３
つ

折
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
「
図

書
館

利
用

の
ご
案

内
」

・
２
つ

折
り
「
図

書
館

利
用

の
手

引
き
」

・
一

枚
も
の

「
通

信
教

育
部

の
方

へ
～

来
館

利
用

に
つ

い
て

～
」

を
発

行

リ
ー

フ
レ
ッ
ト
は

業
者

に
外

注
、
他

は
館

員
作

成

2
館
報

年
2
回

、
図

書
館

で
作

成
、
図

書
館

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
P
D
F
で

掲
載

館
員

が
執

筆
、
編

集
、
H
P
掲

載

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

（
1
）
初

年
度

教
育

必
修

「
基

礎
演

習
」
で

新
入

生
の

た
め

の
館

内
ツ
ア

ー
。

（
2
）
3
～

4
年

次
ゼ

ミ
対

象
、
教

員
の

希
望

・
ゼ

ミ
の

特
色

を
生

か
し

た
プ
ロ
グ

ラ
ム

で
実

施
。

（
3
）
検

索
講

座
、
レ
ベ

ル
別

に
希

望
者

を
募

っ
て

実
施

。
（
4
）
社

会
人

入
学

生
・
編

入
学

生
等

へ
の

個
人

指
導

（
1
）
は

5
月

実
施

、
新

入
生

は
e
-
ラ
ー

ニ
ン
グ

で
初

級
編

を
学

習
し
た

後
、
館

員
が

案
内

を
す

る
。
基

礎
演

習
担

当
教

員
が

サ
ポ

ー
ト
す

る
。

（
2
）
は

予
約

制
で

通
年

実
施

、
内

容
は

ゼ
ミ
担

当
教

員
と
相

談
し
て

決
め

る
。
（
3
）
は

日
時

を
決

め
て

募
集

（
4
）
は

依
頼

が
あ

れ
ば

臨
機

応
変

に
実

施
、
受

講
者

の
レ
ベ

ル
・
要

望
に

対
応

す
る

回
数

、
受

講
人

数
は

業
務

達
成

評
価

表
に

結
果

報
告

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

中
、
図

書
館

H
P
は

図
書

館
で

更
新

す
る

大
学

H
P
は

「
H
P
フ
ォ
ー

ラ
ム

作
業

部
会

」
が

管
理

、
内

容
に

つ
い

て
は

関
連

担
当

部
署

が
作

成
、
更

新
を
行

う

6
展
示
会

貴
重

書
室

で
常

設
展

示
。
そ

の
他

新
着

図
書

の
カ
バ

ー
を
学

生
ホ

ー
ル

の
掲

示
板

と
図

書
館

玄
関

ホ
ー

ル
の

展
示

ケ
ー

ス
で

毎
月

展
示

（
新

着
案

内
）

図
書

カ
バ

ー
選

定
と
展

示
ゼ

ザ
イ
ン

は
セ

ン
ス

の
よ
い

人
材

に
任

せ
る

9
掲
示

広
報

ポ
ス

タ
ー

等
館

内
掲

示
板

に
掲

示
。
新

聞
朝

刊
の

チ
ラ
シ

広
告

・
複

数
冊

寄
贈

を
受

け
た

P
R
誌

等
を
学

生
に

提
供

担
当

者
は

特
に

決
め

て
い

な
い

<
聖

ト
マ

ス
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

（
１
）
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
（
Ｂ
４
三

つ
折

）
（
２
）
各

種
利

用
案

内
(パ

ン
フ
レ
ッ
ト
１
４
種

）
（
３
）
ポ

ス
タ
ー

（
公

開
に

つ
い

て
）

　
　
　
学

外
配

布
、
掲

示
用

職
員

3
名

が
担

当

2
館
報

図
書

館
ニ

ュ
ー

ス
年

１
２
回

職
員

3
名

が
担

当

1
3
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承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

（
１
）
院

生
対

象
デ

ー
タ
ベ

ー
ス

利
用

ガ
イ
ダ

ン
ス

（
２
）
教

員
希

望
ク
ラ
ス

へ
の

ガ
イ
ダ

ン
ス

（
３
）
図

書
館

企
画

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

職
員

3
名

が
担

当
ア

ン
ケ

ー
ト
を
実

施

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

2
0
0
4
年

度
よ
り
開

設
中

各
ペ

ー
ジ

は
内

容
に

よ
り
各

担
当

者
が

更
新

ア
ク
セ

ス
数

の
統

計
を
実

施

5
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

未
実

施
　
（
実

施
予

定
な

し
）

6
展
示
会

（
１
）
ミ
ニ

展
示

：
月

毎
に

テ
ー

マ
を
決

め
実

施
（
２
）
【
読

書
推

進
運

動
】
企

画
展

示
：
月

毎
に

テ
ー

マ
を
決

め
実

施
（
３
）
大

学
主

催
公

開
講

座
開

催
時

に
関

連
図

書
の

展
示

職
員

全
員

ア
ン
ケ

ー
ト
ボ

ッ
ク
ス

を
設

置

7
講
演
会

「
地

域
で

つ
く
る
平

和
と
共

生
」
フ
ォ
ー

ラ
ム

を
実

施
予

定
図

書
館

、
教

員
、
地

域
の

有
志

で
企

画
し
、
運

営
は

図
書

館
が

行
う

ア
ン
ケ

ー
ト
を
実

施

9
掲
示

電
子

掲
示

板
で

適
宜

案
内

内
容

に
よ
り
各

担
当

が
更

新

<
園

田
学

園
女

子
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

リ
ー

フ
レ
ッ
ト
（
p1

3
) 
1
種

類
発

行
（
来

年
度

改
訂

版
作

成
予

定
）

図
書

館
職

員
が

担
当

特
に

な
し

2
館
報

2
つ

折
り
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
(p
4
)年

１
回

発
行

図
書

館
職

員
が

担
当

特
に

な
し

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

図
書

館
利

用
ガ

イ
ダ

ン
ス

、
文

献
検

索
指

導
な

ど
依

頼
に

応
じ
て

実
施

図
書

館
職

員
が

担
当

特
に

な
し

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

中
図

書
館

職
員

が
担

当
特

に
な

し

9
掲
示

適
宜

実
施

図
書

館
職

員
が

担
当

特
に

な
し

<
宝

塚
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

年
度

毎
に

作
成

　
新

入
生

に
は

ガ
イ
ダ

ン
ス

時
に

配
布

年
度

毎
　
4
月

配
布

な
し

1
4
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承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

<
兵

庫
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

冊
子

。
2
0
1
0
年

4
月

発
行

課
員

特
に

な
し

2
館
報

新
着

、
話

題
本

の
紹

介
。
年

4
回

（
4
・
7
・
1
0
・
1
月

）
発

行
課

員
-

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

・
初

年
次

教
育

と
し
て

学
科

ゼ
ミ
毎

に
ガ

イ
ダ

ン
ス

・
2
年

生
以

上
は

教
員

の
依

頼
に

基
づ

き
、
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
実

施
（
図

書
館

ツ
ア

ー
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
情

報
検

索
等

）

課
員

、
派

遣
、
学

生
ア

ル
バ

イ
ト
が

分
担

-

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

中
2
0
1
0
年

度
4
月

よ
り
内

容
等

を
変

更
課

員
-

5
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

休
止

中
-

-

6
展
示
会

今
月

の
図

書
（
季

節
、
話

題
等

の
図

書
資

料
を
展

示
）

全
員

貸
出

統
計

7
講
演
会

年
2
回

実
施

（
内

1
回

は
公

開
）

全
員

参
加

人
数

9
掲
示

適
宜

実
施

全
員

-

<
武

庫
川

女
子

大
学

>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

(1
)学

部
生

、
短

大
生

、
大

学
院

生
用

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
S
tu
de

n
t 

G
u
id
e
」
の

中
に

掲
載

（
学

部
、
短

大
生

用
1
6
ペ

ー
ジ

、
院

生
用

5
ペ

ー
ジ

）
(2
)学

部
生

、
短

大
生

、
大

学
院

生
向

け
の

携
帯

用
「
図

書
館

利
用

案
内

」
（
2
つ

折
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
）

中
央

図
書

館
4
名

、
薬

学
分

館
1
名

か
ら
な

る
広

報
連

絡
会

メ
ン
バ

ー
が

担
当

(1
)な

し
。

(2
)（
1
）
が

A
4
で

総
ペ

ー
ジ

数
2
5
6
に

も
な

る
冊

子
で

持
ち

歩
き
に

向
か

な
い

こ
と
を
考

慮
し
、
学

生
と
協

同
で

今
年

度
初

め
て

作
成

別
途

、
お

も
に

見
学

者
向

け
の

「
図

書
館

案
内

」
を
作

成

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

(1
)新

入
生

対
象

ク
ラ
ス

別
オ

リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
　

(2
)ゼ

ミ
・
講

座
対

象
オ

リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

(1
)委

託
職

員
が

企
画

実
施

(2
)専

任
職

員
が

教
員

と
相

談
し
な

が
ら
企

画
実

施

(1
)受

講
者

ア
ン
ケ

ー
ト
を
実

施 (2
)ゼ

ミ
・
講

座
教

員
へ

改
善

点
を
聞

き
取

り

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

中
全

館
共

通
の

ペ
ー

ジ
（
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ

か
ら
蔵

書
検

索
、
リ
ポ

ジ
ト
リ
へ

の
リ
ン
ク
の

ほ
か

、
館

長
コ
ラ
ム

、
情

報
検

索
、
利

用
案

内
、
カ
レ
ン
ダ

ー
、
お

知
ら
せ

、
ア

ク
セ

ス
の

ペ
ー

ジ
へ

リ
ン
ク
）

内
容

に
つ

い
て

は
広

報
連

絡
会

メ
ン

バ
ー

で
検

討
・
確

認
更

新
の

実
作

業
は

メ
ン
バ

ー
の

う
ち

の
3
名

が
担

当

ア
ク
セ

ス
統

計

6
展
示
会

平
成

2
1
年

度
は

企
画

展
示

を
5
回

実
施

委
託

職
員

が
企

画
実

施
利

用
者

ア
ン
ケ

ー
ト
を
実

施

7
講
演
会

文
化

祭
開

催
期

間
に

あ
わ

せ
て

館
内

で
実

施
専

任
職

員
が

企
画

し
実

施
ア

ン
ケ

ー
ト
実

施

9
掲
示

開
館

カ
レ
ン
ダ

ー
、
学

生
サ

ポ
ー

タ
ー

募
集

な
ど

担
当

者
が

適
宜

作
成

、
掲

示
な

し

1
0
卒
業
生
コ
ー
ナ
ー
の
新
設

今
年

度
よ
り
、
館

内
入

口
ゲ

ー
ト
横

に
設

置
卒

業
生

で
活

躍
し
て

い
る
作

家
の

図
書

を
複

本
も
含

め
、
集

中
し
て

配
架

1
5
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承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

２
．
現

在
の

問
題

点
、
今

後
の

課
題

、
予

定
な

ど

<
夙

川
学

院
短

期
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

次
の

リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作

成
・
発

行
（
1
）
利

用
案

内
（
三

つ
折

）
  
  
  
学

内
者

用
  
  
  
学

外
者

用
（
利

用
者

種
別

毎
）

（
2
）
館

内
案

内
図

図
書

館
員

が
担

当

2
館
報

「
図

書
館

だ
よ
り
」
と
し
て

年
2
回

発
行

図
書

館
員

が
担

当
学

生
に

よ
る
本

の
紹

介
な

ど
を
掲

載

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

（
1
）
新

入
生

を
対

象
に

図
書

館
の

利
用

　
　
 説

明
会

を
実

施
（
2
）
学

生
や

教
員

か
ら
の

依
頼

が
あ

れ
  
  
 ば

館
内

で
適

時
利

用
案

内
を
実

施

図
書

館
員

が
担

当
（
1
）
は

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
期

間
に

実
施

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

大
学

H
P
に

図
書

館
の

ペ
ー

ジ
が

あ
る

広
報

課
が

担
当

（
ニ

ュ
ー

ス
ト
ピ
ッ
ク
欄

の
み

図
書

館
員

が
随

時
更

新
）

6
展
示
会

（
1
）
テ
ー

マ
展

示
（
年

5
回

程
度

）
（
2
）
学

生
お

す
す

め
本

コ
ー

ナ
ー

（
1
）
図

書
館

員
が

順
番

に
担

当
（
2
）
図

書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
生

が
担

当
（
１
）
ア

ン
ケ

ー
ト
B
O
X
設

置

9
掲
示

館
内

外
に

お
い

て
適

宜
実

施
図

書
館

員
が

担
当

キ
ャ
ン
パ

ス
メ
ー

ル
を
適

宜
利

用

<
聖

和
短

期
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

次
の

も
の

を
発

行
（
１
）
　
（
A
3
サ

イ
ズ

・
フ
ロ
ア

ガ
イ
ド
）
１
種

類
（
２
）
　
（
A
4
サ

イ
ズ

・
利

用
案

内
）
１
種

類
広

報
担

当
者

1
.利

用
案

内
：
「
S
tu
de

n
t 
G
u
id
e
」
に

一
本

化
を
図

り
、
必

要
な

情
報

を
す

べ
て

掲
載

し
て

き
た

が
、
他

部
署

の
ペ

ー
ジ

と
比

較
し
て

詳
細

す
ぎ

る
感

が
あ

る
。
ま
た

、
教

職
員

や
一

般
利

用
者

向
け

の
も
の

が
な

い
こ
と
も
考

慮
し
、
次

年
度

に
向

け
て

別
途

図
書

館
独

自
に

利
用

者
別

の
も
の

を
作

成
す

る
方

向
で

検
討

中
4
.ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：
基

本
部

分
を
1
0
年

以
上

変
更

し
て

お
ら
ず

、
ア

ン
ケ

ー
ト
や

機
会

を
見

つ
け

て
聞

く
学

生
の

意
見

か
ら
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

認
知

度
・
利

用
度

の
低

さ
が

窺
わ

れ
て

い
る
。
一

方
、
館

内
に

は
技

術
等

を
持

つ
人

材
が

い
な

い
こ
と
も
あ

り
、
内

容
や

機
能

の
充

実
は

困
難

な
状

況
で

あ
る
。
こ
れ

ら
を
踏

ま
え

て
業

者
の

力
も
取

り
入

れ
、
単

な
る
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

だ
け

で
は

な
く
、
更

新
な

ど
の

管
理

面
の

対
応

を
も
含

め
た

全
面

的
な

見
直

し
を
検

討
中

1
6
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承
合

事
項

２
．
「
図

書
館

広
報

活
動

の
状

況
に

つ
い

て
」
集

計
結

果

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

（
１
）
図

書
館

案
内

（
図

書
館

ツ
ア

ー
）
を
企

画
実

施
（
２
）
O
P
A
C
に

よ
る
資

料
の

探
し
方

な
ど
を
教

員
の

依
頼

に
基

づ
き
講

習
会

を
実

施
図

書
館

職
員

全
員

ア
ン
ケ

ー
ト
を
実

施

4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｈ
2
2
年

度
よ
り
開

設
広

報
担

当
者

6
展
示
会

H
1
8
年

度
、
H
1
9
年

度
の

２
回

実
施

図
書

館
職

員
全

員
ア

ン
ケ

ー
ト
を
実

施

7
講
演
会

H
1
9
年

度
の

展
示

会
に

併
せ

て
実

施
図

書
館

職
員

全
員

ア
ン
ケ

ー
ト
を
実

施

9
掲
示

適
宜

実
施

広
報

担
当

者
特

に
な

し

２
．
現

在
の

問
題

点
、
今

後
の

課
題

、
予

定
な

ど

<
東

洋
食

品
工

業
短

期
大

学
>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

新
着

図
書

案
内

　
月

１
回

発
行

2
館
報

図
書

館
だ

よ
り
　
月

１
回

発
行

<
姫

路
日

ノ
本

短
期

大
学

>

１
．
現

在
の

状
況

N
o
.

区
分

実
施

状
況

実
施

体
制

評
価

方
法

備
考

1
利
用
案
内

学
生

便
覧

に
掲

載
図

書
館

の
項

目
は

図
書

館
会

議
で

検
討

特
に

な
し

2
館
報

図
書

館
だ

よ
り
と
し
て

年
4
回

発
行

図
書

館
会

議
で

検
討

特
に

な
し

3
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
説
明
会
、
図
書
館
ツ
ア
ー
等
）

新
入

生
オ

リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に

て
説

明
館

長
及

び
司

書
が

担
当

特
に

な
し

9
掲
示

適
宜

実
地

司
書

が
担

当
特

に
な

し

「
聖

和
短

期
大

学
図

書
館

」
と
「
関

西
学

院
大

学
教

育
学

部
資

料
室

」
と
し
て

の
機

能
を
有

す
る
た

め
、
様

々
な

媒
体

・
機

会
を
利

用
し
て

、
キ

ャ
ン
パ

ス
全

体
に

対
し
広

報
活

動
を
強

化
し
た

い
。
（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

充
実

、
掲

示
・
チ

ラ
シ

の
活

用
 等

）

1
7
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承
合

事
項

 3
．
「
機

関
リ
ポ

ジ
ト
リ
に

つ
い

て
」
集

計
結

果
（
１
）

質
問

１
．
現

在
の

状
況

質
問

選
択

項
目

機
関

数

N
o
.1

機
関

リ
ポ

ジ
ト
リ
を
運

用
し
て
い

ま
す

か
？

○
運

用
し
て
い

る
5

×
運

用
し
て
い

な
い

4
2

N
o
.2

機
関

リ
ポ

ジ
ト
リ
の

運
用

を
検

討
し
て
い

ま
す

か
?

○
検

討
し
て
い

る
4

×
検

討
し
て
い

な
い

3
8

N
o
.3

共
同

リ
ポ

ジ
ト
リ
に

関
心

が
あ

り
ま
す

か
？

○
か

な
り
あ

る
7

△
少

し
あ

る
3
1

×
な
い

9

N
o
.4

N
IIが

提
供

を
予

定
す

る
リ
ポ

ジ
ト
リ
シ
ス

テ
ム

基
盤

（
仮

称
：
学

術
ク
ラ
ウ

ド
）

に
関

心
が

あ
り
ま
す

か
？

○
か

な
り
あ

る
6

△
少

し
あ

る
3
3

×
な
い

8

N
o
.5

運
用

を
検

討
し
て
い

る
項

目
に

つ
い

て
　
（
複

数
回

答
可

）
①

機
関

リ
ポ

ジ
ト
リ
構

築
費

用
1

②
サ

ー
バ

ー
等

の
シ
ス
テ
ム

構
成

等
3

③
導

入
す

る
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

2
④

担
当

者
等

人
的

資
源

3
⑤

登
録

コ
ン
テ
ン
ツ
関

係
（
著

作
権

処
理

を
含

む
）

5
⑥

学
内

で
の

推
進

体
制

4
⑦

そ
の

他
（
自

由
記

述
）

0

N
o
.6

運
用

・
検

討
し
て
い

な
い

理
由

に
つ

い
て
　
（
複

数
回

答
可

）
a

必
要

性
が

無
い

4
b

学
内

の
合

意
が

得
ら
れ

て
い

な
い

2
2

c
予

算
等

費
用

面
で
問

題
が

あ
る

3
0

d
担

当
す

る
人

的
資

源
の

不
足

3
4

e
登

録
対

象
コ
ン
テ
ン
ツ
の

問
題

（
著

作
権

処
理

を
含

む
）

1
6

f
そ

の
他

（
自

由
記

述
）

1

1
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関
リ
ポ

ジ
ト
リ
に

つ
い

て
」
集

計
結

果
（
２
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質
問
２
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質
問
３
.

機
関
名

No
.1

運
用
No
.2

検
討

No
.3

関
心

(共
同
ﾘ

ﾎﾟ
ｼﾞ
ﾄﾘ
)

No
.4

関
心

(ｸ
ﾗｳ
ﾄﾞ
)

現
在
の
問
題
点
、
今
後
の
課
題
、
予
定
な
ど

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
関
連
し
て
本
協
議
会

へ
の
要
望
な
ど

1
2
3
4
5
6
7
a
b
c
d
e
f

1
兵
庫
教
育
大
学

○
△

△

・
サ
ー
バ
を
設
置
し
て
4年
が
経
つ
が
、
最
近
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
の
老
朽
化
が
原
因
と
思
わ
れ
る
不
具
合

が
し
ば
し
ば
発
生
し
て
お
り
頭
を
悩
ま
せ
て
い

る
。
来
年
2月
に
リ
プ
レ
イ
ス
予
定
。

・
本
学
は
昨
年
度
ま
で
CS
I事
業
の
委
託
を
受
け
て

い
た
が
、
今
年
度
よ
り
事
業
の
対
象
か
ら
外
れ

た
。
そ
の
た
め
、
サ
ー
バ
の
保
守
経
費
や
一
部
の

資
料
の
電
子
化
経
費
を
学
内
予
算
で
措
置
し
て
い

る
も
の
の
、
メ
タ
デ
ー
タ
作
成
や
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

の
た
め
の
要
員
等
を
確
保
で
き
ず
、
登
録
作
業
が

や
や
滞
っ
て
い
る
。

・
教
育
系
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ポ
ジ
ト
リ
の

よ
う
な
手
法
で
、
兵
庫
県
に
関
連
す
る
資

料
を
選
択
的
に
収
集
す
る
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ポ
ジ
ト
リ
な
ん
か
を
作
っ
た
ら
面
白
い

か
も
し
れ
な
い
。

2
神
戸
大
学

○
×

△

博
士
論
文
、
学
術
雑
誌
掲
載
論
文
の
登
録
数
を
増

や
す
こ
と
。
特
に
学
位
論
文
に
つ
い
て
は
提
出
時

の
収
集
を
促
進
す
る
こ
と
が
、
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
支
援
WG
は
昨
年
度
で
終

了
し
た
が
、
今
後
も
勉
強
会
な
ど
の
形
で

研
修
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

3
海
技
大
学
校

×
×

×
×

○
○

4
神
戸
市
外
国
語
大
学

×
○

○
○

○
○

中
期
計
画
の
項
目
に
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
の
立
ち
上
げ
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。

単
独
で
の
構
築
が
種
々
の
条
件
に
よ
り
困

難
と
思
わ
れ
る
中
小
大
学
の
支
援
に
つ
い

て
積
極
的
な
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

5
神
戸
市
看
護
大
学

×
×

△
△

○
○
○
○

6
兵
庫
県
立
大
学

×
×

△
△

○
○
○
○

今
年
度
国
立
国
会
図
書
館
が
学
位
論
文
の
デ
ジ
タ

ル
化
事
業
に
つ
い
て
共
通
許
諾
へ
の
参
加
大
学
の

募
集
を
行
う
こ
と
か
ら
、
学
位
論
文
の
電
子
化
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
提
供
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
運
用

に
向
け
た
、
学
内
の
合
意
形
成
や
予
算
・
人
の
検

討
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

7
芦
屋
大
学

×
×

△
△

○
○
○

図
書
館
と
し
て
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
が
、
学
内
の
要
望
・
人
的
資
源
の
面
で

検
討
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。

質
問
１
.現
在
の
状
況

No
.5

検
討
し
て
い
る
項
目
No
.6

運
用
・
検
討
し
て
い

な
い
理
由

2
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２
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関
名
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.1

運
用
No
.2

検
討

No
.3

関
心

(共
同
ﾘ

ﾎﾟ
ｼﾞ
ﾄﾘ
)

No
.4

関
心

(ｸ
ﾗｳ
ﾄﾞ
)

現
在
の
問
題
点
、
今
後
の
課
題
、
予
定
な
ど

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
関
連
し
て
本
協
議
会

へ
の
要
望
な
ど

1
2
3
4
5
6
7
a
b
c
d
e
f

質
問
１
.現
在
の
状
況

No
.5

検
討
し
て
い
る
項
目
No
.6

運
用
・
検
討
し
て
い

な
い
理
由

8
大
手
前
大
学

×
○

○
○

○
○
○
○
○
○

図
書
館
と
し
て
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
を
計
画
し

て
い
る
が
、
現
状
と
し
て
は
推
進
す
る
余
裕
が
な

い
の
が
残
念
で
あ
る
。

し
か
し
将
来
の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
備
え
て
、
各

種
の
学
内
学
術
生
産
物
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
蓄

積
に
着
手
し
た
。

昨
年
度
は
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
が
発
足
、
本
学
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
こ
の
よ
う

な
活
動
を
継
続
し
、
最
新
の
動
向
や
情
報

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
有
意
義

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

9
関
西
看
護
医
療
大
学

×
×

△
△

○
○
○
○

10
関
西
国
際
大
学

×
×

△
△

○
○
○

学
内
で
の
紀
要
の
担
当
が
図
書
館
以
外
の
た
め
計

画
と
し
て
難
し
い
。

11
関
西
福
祉
大
学

×
×

△
△

○
○

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
が
、

学
内
の
予
算
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
、

担
当
で
き
る
人
材
が
い
な
い
た
め
、
検
討
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

12
関
西
学
院
大
学

○
×

△
○
○

１
．
登
録
コ
ン
テ
ン
ツ
数
が
少
な
く
、
増
加
も
思

わ
し
く
な
い
。

２
．
学
内
で
の
認
知
度
が
低
い
。

３
．
教
員
の
積
極
性
（
研
究
成
果
公
表
に
対
す

る
）
が
乏
し
い
。

４
．
主
担
当
が
図
書
館
以
外
の
事
務
組
織
で
あ

り
、
関
心
が
低
い
。

13
近
畿
医
療
福
祉
大
学

×
×

×
△

○
○
○

14
近
大
姫
路
大
学

×
×

△
△

○
○

開
学
し
て
間
が
な
い
た
め
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
つ
い

て
検
討
す
る
余
裕
が
な
い
。

15
甲
子
園
大
学

×
×

△
△

○
○

16
甲
南
大
学

×
○

△
△

○
○
○

図
書
館
と
し
て
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
必
要
性
を
主
張
し

て
い
る
が
、
学
内
の
合
意
・
予
算
・
人
員
の
面
で

検
討
に
至
っ
て
い
な
い
。

導
入
実
績
の
あ
る
大
学
に
つ
い
て
の
詳
細

な
調
査
・
分
析
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。
そ

れ
に
よ
り
問
題
点
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。

3
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関
名
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運
用
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.2

検
討

No
.3

関
心

(共
同
ﾘ

ﾎﾟ
ｼﾞ
ﾄﾘ
)

No
.4

関
心

(ｸ
ﾗｳ
ﾄﾞ
)

現
在
の
問
題
点
、
今
後
の
課
題
、
予
定
な
ど

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
関
連
し
て
本
協
議
会

へ
の
要
望
な
ど

1
2
3
4
5
6
7
a
b
c
d
e
f

質
問
１
.現
在
の
状
況

No
.5

検
討
し
て
い
る
項
目
No
.6

運
用
・
検
討
し
て
い

な
い
理
由

17
甲
南
女
子
大
学

×
○

○
△

○
○
○

○
○
○

学
内
の
同
意
と
著
作
権
処
理
に
時
間
が
掛
か
る
。

ま
た
館
員
が
日
常
業
務
に
追
わ
れ
て
、
運
用
準
備

を
す
る
時
間
が
取
れ
て
い
な
い
。

18
神
戸
海
星
女
子
学
院
大
学

×
×

×
×

○
○
○

19
神
戸
学
院
大
学

×
×

△
△

○
○
○

20
神
戸
芸
術
工
科
大
学

×
×

△
△

○
○

21
神
戸
国
際
大
学

×
×

△
△

○
○
○

22
神
戸
夙
川
学
院
大
学

×
×

△
×

○
○
○

23
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学

×
×

○
○

○
○
○

リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
が
、

予
算
、
人
員
等
の
面
で
も
検
討
に
到
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
構
築
し
て
も
コ
ン
テ
ン
ツ
の
収
集
に

困
難
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

NI
Iの
リ
ポ
ジ
ト
リ
シ
ス
テ
ム
基
盤
が
実
現

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
構
築
に
際
し
て
必
要

な
情
報
な
ど
を
交
換
で
き
る
場
が
あ
れ
ば

あ
り
が
た
い
。

24
神
戸
女
学
院
大
学

×
×

△
△

○
○
○

教
員
や
学
内
各
部
署
と
連
携
し
て
、
今
後
の
方
針

を
検
討
し
た
い
。

25
神
戸
女
子
大
学

×
×

△
△

○
○
○
○

紀
要
論
文
の
み
一
部
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

開
し
て
い
る
。

26
神
戸
親
和
女
子
大
学

×
×

△
△

○
○
○
○

図
書
館
で
は
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
が
学
内
的
に

は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
新
規
事
業
は
差
し
迫
っ

た
問
題
で
な
い
と
予
算
を
獲
得
で
き
な
い
。

27
神
戸
常
盤
大
学

×
×

△
△

○
○

28
神
戸
ﾌｧ
ｯｼ
ｮﾝ
造
形
大
学

×
×

○
○

○
（
運
用
・
検
討
し
て
い
な
い
理
由
）

  
  
平
成
25
年
3月
末
で
閉
学
の
た
め

4
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ど
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・
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い
理
由

29
神
戸
薬
科
大
学

×
×

△
△

○
○
○

図
書
館
と
し
て
は
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
が
、
ま
だ
現
在
は
検
討
段
階
に
至
っ

て
い
な
い
。
学
内
構
成
員
の
理
解
と
合
意
を
得
た

う
え
で
、
大
学
全
体
の
方
針
を
確
立
し
、
体
制
を

整
え
る
必
要
が
あ
る
。

30
神
戸
山
手
大
学

×
×

△
△

○
○
○
○

図
書
館
と
し
て
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
必
要
性
を
主
張
し

て
い
る
が
、
学
内
の
合
意
・
予
算
・
人
員
の
面
で

検
討
に
至
っ
て
い
な
い
。

31
聖
ト
マ
ス
大
学

×
×

△
△

○
○
○

32
園
田
学
園
女
子
大
学

×
×

△
△

33
宝
塚
大
学

×
×

×
×

利
用
者
用
端
末
が
あ
る
OP
AC
が
導
入
さ
れ
た
の
が

よ
う
や
く
昨
年
10
月
で
あ
り
、
デ
ー
タ
に
い
た
っ

て
は
は
な
は
だ
し
き
は
タ
イ
ト
ル
が
入
力
さ
れ
て

い
な
い
も
の
も
散
見
し
、
デ
ー
タ
移
行
に
は
困
難

を
極
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
も
遡

及
の
で
き
る
状
態
で
は
な
く
、
ま
た
、
蔵
書
点
検

も
開
学
以
来
お
そ
ら
く
一
度
も
し
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
l。
こ
ん
な
状
態
で
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
検
討
す

る
余
地
な
ど
ま
る
で
な
い
。

34
姫
路
獨
協
大
学

×
×

×
×

○
○
○
○

35
兵
庫
大
学

×
×

△
△

○
○

36
兵
庫
医
科
大
学

×
×

×
×

○
○
○
○

37
武
庫
川
女
子
大
学

○
△

△
搭
載
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
。
　
教
員
へ
の
協
力
依

頼

38
流
通
科
学
大
学

×
×

△
△

○
○
○
○

現
在
、
外
部
で
の
会
議
や
講
演
会
を
な
ど
を
通
じ

て
、
各
大
学
の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
導
入
状
況
等
を

把
握
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
本
学
で
は
具
体
的

な
進
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。

5
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承
合

事
項

 3
．
「
機

関
リ
ポ

ジ
ト
リ
に

つ
い

て
」
集

計
結

果
（
２
）

質
問
２
.

質
問
３
.

機
関
名

No
.1

運
用
No
.2

検
討

No
.3

関
心

(共
同
ﾘ

ﾎﾟ
ｼﾞ
ﾄﾘ
)

No
.4

関
心

(ｸ
ﾗｳ
ﾄﾞ
)

現
在
の
問
題
点
、
今
後
の
課
題
、
予
定
な
ど

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
関
連
し
て
本
協
議
会

へ
の
要
望
な
ど

1
2
3
4
5
6
7
a
b
c
d
e
f

質
問
１
.現
在
の
状
況

No
.5

検
討
し
て
い
る
項
目
No
.6

運
用
・
検
討
し
て
い

な
い
理
由

39
近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学

×
×

△
△

○
○

40
神
戸
女
子
短
期
大
学

×
×

○
○

○
○

○
○
○
○

短
期
大
学
図
書
館
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
予
算
面

と
著
作
が
ど
れ
く
ら
い
と
れ
る
の
か
と
い
う
点
が

大
き
な
問
題
点
で
あ
り
、
大
学
と
の
協
議
が
必
要

と
な
る
。

短
期
大
学
や
共
用
館
で
の
活
用
例
を
知
り

た
い
。
著
作
や
活
用
に
関
す
る
学
内
で
の

規
定
な
ど
、
推
進
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
学
べ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

41
産
業
技
術
短
期
大
学

×
×

△
△

○
○
○

小
規
模
短
大
な
の
で
、
予
算
面
で
も
人
的
資
源
面

で
も
難
し
い
状
況
で
す
。

42
夙
川
学
院
短
期
大
学

×
×

△
△

○
○

43
頌
栄
短
期
大
学

×
×

△
△

○
○

44
聖
和
短
期
大
学

○
○

○
教
員
へ
の
周
知
、
登
録
の
増
加

45
東
洋
食
品
工
業
短
期
大
学

×
×

△
△

○
○
○

46
姫
路
日
ノ
本
短
期
大
学

×
×

×
×

○

47
湊
川
相
野
学
園

×
×

△
×

○
○
○

小
規
模
館
に
と
っ
て
予
算
・
人
的
等
の
面

に
お
い
て
検
討
対
象
に
も
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
協
議
会
が
国
立
情
報
学
研
究
所
が

行
っ
て
き
た
紀
要
の
電
子
化
作
業
を
担
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

6

55



兵
 庫

 県
 大

 学
 図

 書
 館

 協
 議

 会
 の

 役
 員

 校
 年

 度
 別

 一
 覧

 表

国
・
公

立
(含

独
立

行
政

法
人

)大
学

大
学

名
年

度
4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

元
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

1
-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

協
協

2
研

協
協

研
研

協
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企
会

企

協
研

研
協

協

3
研

4
研

研
研

協
協

研
企

企
企

企
企

企
企

企
企

企
企

企
企

企
企

5
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

加
盟

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

6
企

企
企

協
協

研
研

研
研

企
企

企
企

企
企

研
研

協
協

研

私
立

大
学

大
学

名
年

度
4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

元
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

7
-
-

研
協

協

8
協

協
研

研

9
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

加
盟

1
0

1
1

1
2

研
研

協
協

企
企

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企
副

企

1
3

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1
4

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

加
盟

1
5

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

加
盟

1
6

研
協

協
研

企
企

企

1
7

協
協

研
研

企
企

企
企

企
企

1
8

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

加
盟

1
9

協
研

研
協

協
副

企
副

企
副

企
企

企
企

企
企

企

・
・

研
研

兵
庫

教
育

大
学

神
戸

大
学

　
（
神

戸
商

船
大

学
）

海
技

大
学

校

神
戸

市
外

国
語

大
学

神
戸

市
看

護
大

学

兵
庫

県
立

大
学

　
（
神

戸
商

科
大

学
）

　
（
神

戸
市

看
護

大
学

短
期

大
学

部
）

関
西

学
院

大
学

近
畿

医
療

福
祉

大
学

（
姫

路
学

院
女

子
短

期
大

学
）

　
（
姫

路
工

業
大

学
）

　
（
兵

庫
県

立
看

護
大

学
）

芦
屋

大
学

大
手

前
大

学
・
大

手
前

短
期

大
学

関
西

看
護

医
療

大
学

（
順

心
会

看
護

医
療

大
学

）

関
西

国
際

大
学

関
西

福
祉

大
学

近
大

姫
路

大
学

神
戸

学
院

大
学

　
（
神

戸
学

院
女

子
短

期
大

学
）

甲
子

園
大

学

甲
南

大
学

甲
南

女
子

大
学

神
戸

海
星

女
子

学
院

大
学
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大
学

名
年

度
4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

元
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
0

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

加
盟

企
企

企

2
1

・
・

協
協

2
2

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

加
盟

2
3

研
協

協

2
4

協
協

研
研

研
企

企
企

企
企

企

2
5

企
企

企

2
6

研
協

協
研

研

2
7

研
企

企
企

2
8

研
研

研
研

企
企

企

2
9

協
協

協
協

研

3
0

研
研

研
協

企
企

企

3
1

研
研

企
企

企

3
2

協
協

研
研

企
企

企

3
3

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

加
盟

3
4

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

加
盟

企
企

企

3
5

研
研

研
研

3
6

研
研

協
協

3
7

協
協

研
研

協
協

監
監

監
監

監
監

監
監

監
監

監
監

監
監

監
監

監
監

監
企

監
企

監
企

監
監

監

3
8

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

加
盟

企
企

企

短
期

大
学

大
学

名
年

度
4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

元
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

3
9

4
0

研
研

企
企

企

4
1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

加
盟

4
2

協
協

4
3

・
・

協
協

企
企

企

4
4

企
企

企

4
5

・
・

4
6

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

4
7

企
企

企

兵
庫

医
科

大
学

神
戸

女
学

院
大

学

神
戸

女
子

大
学

神
戸

親
和

女
子

大
学

神
戸

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
造

形
大

学
（
神

戸
文

化
短

期
大

学
）

神
戸

薬
科

大
学

兵
庫

大
学

神
戸

山
手

大
学

・
神

戸
山

手
短

期
大

学

神
戸

国
際

大
学

神
戸

松
蔭

女
子

学
院

大
学

神
戸

夙
川

学
院

大
学

聖
ト
マ
ス
大

学
（
英

知
大

学
）

神
戸

芸
術

工
科

大
学

湊
川

短
期

大
学

産
業

技
術

短
期

大
学

夙
川

学
院

短
期

大
学

頌
栄

短
期

大
学

東
洋

食
品

工
業

短
期

大
学

近
畿

大
学

豊
岡

短
期

大
学

神
戸

女
子

短
期

大
学

神
戸

常
磐

大
学

（
神

戸
常

磐
短

期
大

学
）

姫
路

日
ノ
本

短
期

大
学

宝
塚

大
学

(宝
塚

造
形

芸
術

大
学

)

姫
路

獨
協

大
学

聖
和

短
期

大
学

(聖
和

大
学

）

園
田

学
園

女
子

大
学

流
通

科
学

大
学

武
庫

川
女

子
大

学
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兵 庫 県 大 学 図 書 館 協 議 会 の 総 会 当 番 校 回 数 一 覧 表

国・公立(含独立行政法人)大学 開催回（開催年度）

大学名 回 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 85(S61)

2 2 3 7 16 28 44 76(S55) 100(H13)

27 43 69(S52)

3 5 12 38

4 6 17 25 39 57 74(S54) 86(S62) 107(H20)

5

6

8 18 32 50 97(H10)

15 31 48 66(S50) 75(S55) 99(H12)

私立大学

大学名 回 1 2 3 4 5 6 7 8 9

7 73(S54)

8 54 80(S57) 108(H21)

9

10

11

12 1 11 21 34 51 78(S56) 89(H2)

13

14

15

16 22 35 56 87(S63) 104(H17)

17 55 68(S51) 92(H5)

18

19 37 67(S51) 77(S56) 95(H8)

20

21

近大姫路大学

神戸学院大学

　（神戸学院女子短期大学）

神戸芸術工科大学

甲子園大学

甲南大学

甲南女子大学

神戸海星女子学院大学

神戸国際大学

関西学院大学

近畿医療福祉大学（姫路学院女子短期大学）

　（姫路工業大学）

　（兵庫県立看護大学）

芦屋大学

大手前大学・大手前短期大学

関西看護医療大学（順心会看護医療大学）

関西国際大学

関西福祉大学

神戸市外国語大学

神戸市看護大学

兵庫県立大学

　（神戸商科大学）

　（神戸市看護大学短期大学部）

兵庫教育大学

神戸大学

　（神戸商船大学）

海技大学校
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大学名 回 1 2 3 4 5 6 7 8 9

22

23 58 79(S57)

24 10 19 36 53 106(H19)

25 90(H3)

26 63(S49) 70(S52) 103(H16)

27 88(H元)

28 60(S47)

29 4 13 26 41 81(S58)

30 49 101(H14)

31 72(S53) 94(H7)

32 61(S48) 83(S59) 96(H9)

33 102(H15)

34 91(H4) 105(H18)

35 62(S48) 84(S60)

36 71(S53)

37 24 46 59 98(H11)

38 93(H6) 109(H22)

短期大学

大学名 回 1 2 3 4 5 6 7 8 9

39

40 52

41

42

43

44 65(S50)

45

46

47

近畿大学豊岡短期大学

神戸女子短期大学

神戸常磐大学（神戸常磐短期大学）

姫路日ノ本短期大学

宝塚大学(宝塚造形芸術大学)

姫路獨協大学

聖和短期大学(聖和大学）

園田学園女子大学

流通科学大学

武庫川女子大学

湊川短期大学

産業技術短期大学

夙川学院短期大学

頌栄短期大学

東洋食品工業短期大学

神戸松蔭女子学院大学

神戸夙川学院大学

聖トマス大学（英知大学）

兵庫医科大学

神戸女学院大学

神戸女子大学

神戸親和女子大学

神戸ファッション造形大学（神戸文化短期大学）

神戸薬科大学

兵庫大学

神戸山手大学・神戸山手短期大学
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